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『寝覚の床』〈提供：一般社団法人 上松町観光協会〉
中山道の景勝地、木曽八景のひとつで、花崗岩が木曽川の激流にもまれ浸食され、その風景は地質学分野においても標本となりうるとの
評価を受けています。大きな岩が浸食されて、屏風のようにそそり立つさまは、まさに圧巻です。

船頭平閘門の設計・施工者の青木良三郎技師は、明治25（1892）年、帝国大学工科大学（現・東

京大学工学部）の2年生としてバルトン先生の衛生工学の授業をうけていました。

このバルトン先生の授業を楽しみにして、翌年入学してくることになるのが浜野弥四郎さんです。弥

四郎さんは、医師である義父から、「衛生工学は、人の命を守る技術であり、その技師は『都市の医

師』である。」と諭され、その道を志していました。

というのも、この頃の日本は、人の移動が活発になり都市化が進んだことを背景に、コレラの全国

的な大流行が度々発生し、明治19（1886）年の死者は10万人にも及ぶ状況でした。

コレラは、汚染された水や食べ物が口に入ることで感染する感染症です。その予防には清潔な水が

不可欠であり、そのためには近代的な水道の整備が必要と考えた日本政府に、初代の衛生工学講師・

技師として招かれていたのが、バルトン先生だったからです。

明治29（1896）年、バルトン先生と弥四郎さんは、領有直後の台湾に衛生工学の技師として派遣

されました。お二人は、感染症蔓延の地として恐れられていたその地で、精力的に仕事を進め、3年程

で主要都市の調査、台北の上下水道の基礎計画を完成させるのですが、バルトン先生は、調査中にマ

ラリアを発症し回復するも、体力が落ちていたこともあり悪性の肝臓膿瘍で急死されました。

弥四郎さんは、その後20年間台湾にとどまり、都市の医師として台湾全土の上下水道整備に尽力

され、衛生的な台湾の基礎を築かれました。

平成30年の皇太子殿下行啓を記念して、船頭平閘門に関わるコラム「船ちゃんのこぼれ話」の掲載を始めました。

船ちゃんのこぼれ話 第八話
ふね

「都市の医師となった土木技術者」

正
島
の
蛙
石
（
上
松
町
）

か
わ
ず
　
　
い
し

浜野弥四郎

〈出典：台湾日日新聞

            明治42年10月24日〉

蛙
石
は
、
大
む
か
し
か
ら
、
正
島
（
現

上
松
町
正
島
町
）
の
対
岸
で
、
ど
っ
し
り
と
腰

を
構
え
て
、
川
上
を
じ
っ
と
に
ら
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
蛙
石
に
は
、
こ
ん
な
話
が
あ
り
ま
す
。

大
蛇
が
竜
に
出
世
す
る
に
は
、
山
で
千
年
と
海
で
千
年
の
修
行
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

あ
る
時
、
御
岳
山
で
千
年
の
修
行
を
終
え
た
一
匹
の
大
蛇
が
、
木
曽
川
を
下
っ
て
海
に

行
こ
う
と
し
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
正
島
ま
で
来
る
と
、
困
っ
た
こ
と
に
大
き
な
蛙
石
が

河
原
で
川
上
を
に
ら
ん
で
立
ち
ふ
さ
が
る
の
で
、
ど
う

に
も
通
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

し
か
た
が
な
い
の
で
、
大
蛇
は
竜
神
に
お
願
い
し

て
、
た
く
さ
ん
の
雨
を
降
ら
し
て
洪
水
に
し
て
も
ら

い
、
蛙
石
の
目
に
ふ
れ
な
い
よ
う
に
濁
っ
た
水
の
な
か

に
も
ぐ
っ
て
、
木
曽
川
を
下
っ
て
い
き
ま
し
た
。

こ
う
し
て
、
大
蛇
が
木
曽
川
を
下
る
時
に
は
、
大
雨

が
降
っ
て
洪
水
が
お
き
る
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

木
曽
川
の
洪
水
で
は
、
蛙
石
が
水
に
か
く
れ
る
と
、

水
が
堤
防
を
越
え
て
正
島
の
平
地
に
浸
水
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
昭
和
の
初
年
の
洪

水
で
は
、
蛙
石
が
か
く
れ
て
正
島
一
面
が
水
没
し
た
そ
う
で
す
。

蛙
石
は
、
正
島
町
か
ら
見
る
と
木
曽
川
を
挟
ん
だ
対
岸
に
あ
る
の
で
、
正
確
に
は
上
松

町
小
川
地
区
に
あ
り
ま
す
が
、
通
称
「
正
島
の
蛙
石
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
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典
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木曽三川　歴史・文化の調査研究資料
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史
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域
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治
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・
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木
曽
駒
ヶ
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麓
・
上
松
町
の
砂
防
事
業



一
．
中
央
ア
ル
プ
ス

国
定
公
園

　
令
和
二
（
二
〇
二
〇
）
年
三
月

二
十
七
日
、
環
境
省
は
長
野
県
南

部
の
木
曽
山
脈
の
ほ
ぼ
全
域
を
中

央
ア
ル
プ
ス
国
定
公
園
に
指
定
し

ま
し
た
。
中
央
ア
ル
プ
ス
は
東
に

天
竜
川
が
流
れ
る
伊
那
谷
、
西
に

木
曽
川
が
流
れ
る
木
曽
谷
に
挟
ま

れ
た
東
西
約
二
十
㎞
・
南
北
約
一

〇
〇
㎞
に
走
る
木
曽
山
脈
の
通
称

で
、
ほ
ぼ
全
山
が
花
崗
岩
で
形
成

さ
れ
る
非
火
山
性
連
峰
で
す
。

　
国
定
公
園
を
設
定
す
る
目
的
に
は
、
優
れ
た
自
然
景

観
の
保
護
、
生
物
多
様
性
の
確
保
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま

す
。
中
央
ア
ル
プ
ス
の
主
峰
木
曽
駒
ヶ
岳
の
南
側
に
は

代
表
的
な
氷
河
地
形
で
あ
る
カ
ー
ル
（
圏
国
）、
モ
レ
ー

ン
（
堆
積
堤
）、
氷
河
湖
な
ど
が
存
在
し
ま
す
。
こ
の

氷
河
地
形
は
、
約
六
万
年
前
と
二
万
年
前
の
二
回
の
氷

期
に
形
成
さ
れ
、
特
に
千
畳
敷
カ
ー
ル
は
宝
剣
岳
か
ら

伊
那
前
岳
の
主
稜
線
か
ら
切
れ
落
ち
た
岩
盤
の
断
崖
で

成
り
立
つ
カ
ー
ル
壁
と
、
そ
の
下
に
広
が
る
比
較
的
平

坦
な
カ
ー
ル
底
の
二
つ
の
部
分
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る

の
が
特
徴
的
で
、
伊
那
谷
か
ら
見
る
千
畳
敷
カ
ー
ル
は

人
里
か
ら
壮
大
な
カ
ー
ル
を
望
め
る
非
常
に
珍
し
い
景

観
を
呈
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
木
曽
駒
ヶ
岳
近
く
の
濃
ヶ
池
は
、
モ
レ
ー
ン
に

　
上
松
町
周
辺
は
、
花
崗
岩
地
帯
で
あ
り
、
そ
の
地
形

を
木
曽
川
の
流
れ
が
削
り
、
姿
を
現
し
た
の
が
寝
覚
の

床
で
す
。

　
こ
の
寝
覚
の
床
は
、
大
正
十
二
（
一
九
二
三
）
年
に

国
の
名
勝
、
そ
の
後
、
昭
和
二
十
八
（
一
九
五
三
）
年

に
は
県
立
公
園
特
別
地
域
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
さ
ら
に
、
今
春
の
令
和
二
（
二
〇
二
〇
）
年
三
月

二
十
七
日
、
環
境
省
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
「
中
央
ア
ル

プ
ス
国
定
公
園
」
の
第
二
種
特
別
地
域
と
し
て
、
新
た

に
指
定
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

中央アルプス国定公園の誕生と
名勝・寝覚の床
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史
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『
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ア
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プ
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国
定
公
園
　
指
定
書
及
び

公
園
計
画
書
』
　
　
　
　
　
　

令
和
二
年
　
環
境
省

『
中
央
ア
ル
プ
ス
国
定
公
園
の
誕
生
と
自
然
公
園

制
度
に
つ
い
て
』

令
和
二
年
　
長
野
県
環
境
部

『
木
曾
に
蘇
っ
た
浦
島
太
郎
』

鳥
居
フ
ミ
子

囲
ま
れ
た
窪
地
に
形
成
さ
れ
た
氷
河
湖
で
、
国
内
で
他

に
見
ら
れ
る
の
は
ポ
ロ
シ
リ
岳
（
北
海
道
日
高
山
脈
）

だ
け
と
い
う
希
少
な
湖
で
す
。

　
木
曽
駒
ヶ
岳
か
ら
越
百
山
ま
で
の
縦
走
路
周
辺
は
森

林
限
界
を
超
え
、
ハ
イ
マ
ツ
帯
や
風
衝
草
原
と
な
っ
て

お
り
、
中
央
ア
ル
プ
ス
だ
け
に
生
息
す
る
固
有
種
の
ヒ

メ
ウ
ス
ユ
キ
ソ
ウ
や
コ
ケ
コ
ゴ
メ
グ
サ
な
ど
貴
重
な
高

山
植
物
が
育
成
し
、
周
辺
の
亜
高
山
帯
も
含
め
た
一
帯

は
、
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
に
掲
載
さ
れ
た
高
山
蝶
の
ク
モ
マ

ベ
ニ
ヒ
カ
ゲ
、
ベ
ニ
ヒ
カ
ゲ
、
コ
ヒ
オ
ド
シ
な
ど
が
生

息
す
る
貴
重
な
環
境
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
東
側
の
伊
那
谷
、
西
側
の
木
曽
谷
に
住
む
人
々

は
、
古
く
か
ら
林
業
・
林
産
業
、
水
田
・
畑
作
な
ど
で

中
央
ア
ル
プ
ス
の
自
然
の
恵
み
を
享
受
し
自
然
と
共
生

す
る
暮
ら
し
を
営
ん
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
本

国
定
公
園
の
テ
ー
マ
を
「
ア
ル
プ
ス
の
自
然
と
山
の
く

ら
し
～
氷
期
か
ら
つ
づ
く
山
・
谷
人
が
守
る
山
」
と
し

て
、
我
が
国
を
代
表
す
る
典
型
的
な
氷
河
地
形
や
、
高

山
帯
の
貴
重
な
生
態
系
を
将
来
に
わ
た
っ
て
厳
正
に
保

護
し
、
伊
那
谷
と
木
曽
谷
の
人
々
の
暮
ら
し
の
な
か
で

育
ま
れ
た
風
致
景
観
を
適
切
に
保
全
し
、
林
業
な
ど
の

地
域
産
業
の
振
興
を
図
り
つ
つ
、
適
正
な
利
用
の
推
進

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
上
松
町
は
明
治
以
来
、
木
曽
駒
ヶ
岳
登
山
の
主
要
な

ル
ー
ト
で
、
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
英
国
の
外
交
官

と
し
て
活
躍
し
た
ア
ー
ネ
ス
ト
・
サ
ト
ウ
や
、
木
曽
川

の
明
治
改
修
を
設
計
し
た
デ
・
レ
イ
ケ
も
上
松
町
か
ら

入
山
し
て
い
ま
す
。
上
松
駅
か
ら
木
曽
前
岳
を
経
て

駒
ヶ
岳
山
頂
へ
至
る
ル
ー
ト
は
、
か
つ
て
は
ウ
ォ
ル

タ
ー
・
ウ
ェ
ス
ト
ン
が
踏
破
し
、
現
在
は
学
校
登
山
で

も
利
用
さ
れ
る
メ
イ
ン
ル
ー
ト
で
す
。

　
中
央
ア
ル
プ
ス
国
定
公
園
に
は
、
中
央
ア
ル
プ
ス
山

域
以
外
に
、
木
曽
川
の
景
勝
地
「
寝
覚
の
床
」
が
飛
地

で
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
木
曽
川
の
水
流
に
よ
っ
て
花

崗
岩
が
侵
食
さ
れ
て
で
き
た
渓
谷
地
形
が
風
致
を
極
力

保
護
す
る
必
要
な
地
域
と
判
断
さ
れ
た
も
の
で
す
。
ま

た
、
寝
覚
の
床
の
周
辺
も
ヒ
ノ
キ
林
な
ど
の
植
生
が
分

布
し
て
お
り
、
渓
流
景
観
と
の
調
和
が
成
り
立
っ
て
い

る
と
し
て
指
定
範
囲
に
含
ま
れ
ま
し
た
。

二
．
寝
覚
の
床
の
民
間
伝
承
と

芸
能

　
寝
覚
の
床
は
、
急
流
木
曽
川
が
花
崗
岩
の
岩
盤
を
長

い
年
月
に
わ
た
っ
て
侵
食
し
て
で
き
た
も
の
で
、
巨
大

な
花
崗
岩
の
白
い
岩
肌
と
エ
メ
ラ
ル
ド
グ
リ
ー
ン
の
川

面
の
対
比
が
美
し
く
、
国
の
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
に

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
岩
盤
に
見
ら
れ
る
水
平
方
向
と

垂
直
方
向
に
発
達
し
た
方
丈
節
理
や
ポ
ッ
ト
ホ
ー
ル

（
甌
穴
）
は
、
日
本
で
も
代
表
的
な
も
の
で
す
。

　
景
勝
地
と
し
て
の
寝
覚
の
床
は
古
来
よ
り
知
ら
れ
て

い
ま
し
た
が
、
寝
覚
の
里
（
現
寝
覚
の
床
）
に
住
ん
で

い
た
医
者
に
ま
つ
わ
る
民
間
伝
承
を
基
に
し
た
謡
曲

『
寝
覚
』
に
よ
っ

て
さ
ら
に
高
名

と

な

り

ま

し

た
。
謡

曲
『
寝

覚
』
は
観
世
流

に
伝
わ
る
室
町

時
代
後
期
の
作

品
で
、
文
禄
慶

長
年
間
に
上
演

の
記
録
が
残
っ

て
お
り
、
脇
能

物
と
し
て
能
の
上
演
の
初
番
に
置
か
れ
、
近
世
初
頭
に

は
広
く
し
た
し
ま
れ
て
い
た
演
目
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

寝
覚
の
床
に
長
寿
の
仙
薬
を
授
け
る
老
人
が
住
ん
で
い

る
と
い
う
噂
が
あ
り
、
そ
れ
を
聞
い
た
時
の
天
皇
が
風

聞
を
確
か
め
る
た
め
勅
使
を
遣
わ
し
ま
し
た
。
長
寿
の

仙
薬
を
飲
ん
だ
こ
と
で
三
度
若
返
り
千
年
生
き
た
と
い
う

「
三
返
の
翁
」
に
出
会
っ
た
勅
使
は
、
能
楽
の
宴
に
招
か

れ
ま
し
た
。
夜
が
更
け
二
人
の
天
女
が
舞
い
始
め
る
と

翁
が
、

自
分
は
「
医
王
仏

（
薬
師
如
来
の
化
身
）
」
で
世

に
無
病
息
災
を
施
す
た
め
に
化
現
し
た
と
伝
え
、
天
女
と

と
も
に
舞
い
ま
す
。
夜
が
明
け
る
頃
に
な
る
と
勅
使
に
長

寿
の
仙
薬
を
手
渡
し
た
翁
は
明
け
方
の
空
に
飛
び
去
り

ま
し
た
。

　
民
間
伝
承
と
し
て
は
、
竜
宮
か
ら
帰
っ
た
浦
島
太
郎

が
寝
覚
の
床
で
釣
り
を
し
て
暮
ら
し
て
い
た
と
い
う
話

が
伝
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
中
山
道
が
整
備
さ
れ
、
多
く

の
公
人
私
人
が
行
き
交
う
よ
う
に
な
る
と
、
寝
覚
の
床

の
奇
観
と
と
も
に
、
浦
島
が
木
曽
川
に
釣
糸
を
垂
ら
す

イ
メ
ー
ジ
が
喧
伝
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。
沢
庵
和
尚
が

寛
永
十
一
（
一
六
三
四
）
年
の
『
木
曾
路
紀
行
』
で
「
浦

島
が
つ
り
石
な
ど
云
か
す
か
さ
ね
あ
け
た
る
た
ゝ
み
、

…

在
家
を
ば
見
か
へ
の
里
と
い
ふ
」
と
記
し
て
い
ま

す
。
貝
原
益
軒
は
貞
享
二
（
一
六
八
五
）
年
の
『
木
曾

路
之
記
』
の
な
か
で
「
臨
川
寺
と
い
う
禅
寺
あ
り
。
其

の
う
し
ろ
に
浦
島
が
つ
り
せ
し
寝
覚
の
床
あ
り
。
」
と

記
し
、
そ
の
頃
に
は
伝
承
が
有
名
に
な
っ
て
い
た
こ
と

が
う
か
が
え
ま
す
。
浦
島
伝
説
を
ベ
ー
ス
に
し
た
元
禄

期
（
一
六
八
八
〜
一
七
〇
四
）
の
創
作
と
思
わ
れ
る
古

浄
瑠
璃
『
浦
嶋
太
郎
』
が
、
海
か
ら
離
れ
た
上
松
を
舞

台
と
し
て
書
か
れ
た
の
も
こ
う
し
た
風
聞
を
背
景
と
し

て
い
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
元
禄
期
（
一
六
八
八
〜
一
七
〇
四
）
の
頃
に
は
、
浦

島
太
郎
と
三
返
の
翁
が
同
一
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
大
淀
三
千
風
の
『
日
本
行
脚
文
集
』
（
元
禄
三

年
奥
書
）
の
寝
覚
の
床
の
項
に
は
、
「…

丹
後
の
浦
島

太
郎
左
、…

一
睡
七
百
年
の
寝
覚
し
て
、
再
世
を
見
か

へ
り
の
翁
と
な
り…

」
と
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
臨
川
寺

建
立
の
由
来
を
語
る
『
寝
覚
浦
嶋
寺
略
縁
起
』
に
は
、

玉
手
箱
を
開
け

て
老
人
と
な
っ

た
浦
島
が
「
見

か
へ
り
の
翁
」

と
呼
ば
れ
て
い

た
こ
と
が
記
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
明
治
以
降
も

多
く
の
文
人
墨

客
が
寝
覚
の
床

を
訪
れ
、
景
観

や
伝
承
に
つ
い
て
紀
行
文
や
詩
歌
に
表
し
て
い
ま
す
。

正
岡
子
規
は
『
か
け
は
し
の
記
』
で
「
誠
や
こ
ゝ
は
天

然
の
庭
園
に
て
松
青
く
水
清
く
い
づ
こ
の
工
匠
が
削
り

成
せ
る
岩
石
は
峨
々
と
し
て
高
く
低
く
或
は
凹
み
て
渦

を
な
し
或
は
逼
り
て
滝
を
な
す
。
い
か
様
仙
人
の
住
処

と
も
覚
え
て
た
ふ
と
し
。
」
と
渓
谷
美
を
描
写
し
て
い

ま
す
。

　
先
人
た
ち
が
愛
で
た
寝
覚
の
床
は
、
現
在
と
は
や
や

趣
き
を
異
に
し
て
い
ま
し
た
。
昭
和
四
十
二
（
一
九
六

七
）
年
完
成
の
木
曽
ダ
ム
な
ど
の
電
源
開
発
に
よ
っ

て
、
木
曽
川
の
流
量
は
大
き
く
減
少
し
、
急
流
木
曽
川

の
印
象
は
薄
く
な
り
ま
し
た
。
反
面
、
水
位
が
下
が
っ

た
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
水
面
下
に
あ
っ
た
花
崗
岩
の
岩

塊
が
全
貌
を
現
し
て
、
さ
ら
に
色
彩
や
か
な
景
観
を
呈

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

三
．
上
松
町
の
眺
望
景
観
整
備

　
木
曽
地
域
で
は
近
年
樹
木
の
繁
茂
な
ど
に
よ
っ
て
、

美
し
い
自
然
や
歴
史
的
景
観
の
眺
望
が
妨
げ
ら
れ
て
い

る
箇
所
が
増
え
て
い
ま
す
。
美
し
い
木
曽
路
の
眺
望
景

観
を
守
っ
て
い
く
た
め
、
町
村
、
国
・
県
の
機
関
な
ど

が
地
域
全
体
で
共
有
で
き
る
「
木
曽
路
の
眺
望
景
観
整

備
基
本
方
針
」
（
平
成
二
十
九
（
二
〇
一
七
）
年
八
月

三
十
一
日
策
定
）
を
定
め
、
地
域
ぐ
る
み
で
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　
上
松
町
で
は
、
平
成
二
十
九
（
二
〇
一
七
）
年
度
に

寝
覚
の
床
の
公
共
サ
イ
ン
の
更
新
を
行
い
ま
し
た
。
寝

覚
の
床
の
公
共
サ
イ
ン
は
、
経
年
劣
化
に
よ
り
色
あ

せ
、
木
部
の
割
れ
な
ど
が
発
生
し
て
お
り
、
ド
ラ
イ
バ
ー

か
ら
見
づ
ら
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
新
た
に

日
本
遺
産
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
追
加
し
た
サ
イ
ン
に
更

新
、
観
光
客
の
利
便
性
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
令
和
二
（
二
〇
二
〇
）
年
に
は
、
長
野
県
木

曽
建
設
事
務
所
、
Ｊ
Ｒ
東
海
と
連
携
し
て
、
寝
覚
の
床
の

景
観
を
妨
げ
て
い
た
支
障
木
や
散
策
の
障
害
と
な
っ
て

い
た
木
、
河
川
内
の
倒
木
な
ど
の
撤
去
を
行
い
ま
し

た
。
こ
の
事
業
に
よ
っ
て
、
Ｊ
Ｒ
中
央
西
線
の
車
窓
か

ら
以
前
の
よ
う
に
寝
覚
の
床
が
見
え
る
よ
う
に
な
り
、

こ
れ
に
伴
っ
て
寝
覚
の
床
通
過
時
の
列
車
内
ア
ナ
ウ
ン

ス
も
復
活
し
ま
し
た
。

け
ん
こ
く

た
い
せ
き
て
い

ほ
う
け
ん
だ
け

ね ざめ とこ

い
　
な
　
ま
え
だ
け

の
う
　
が
　
い
け

こ
す
　
も
　や
ま

ふ
う
し
ょ
う

ふ
う
　ち

ほ
う
じ
ょ
う

せ
つ
　
り

お
う
け
つ

か
ん
　
ぜ
　
り
ゅ
う

ぶ
ん

ろ
く

け
い

わ
き
の
う

ち
ょ
う

も
の

み
か
え
り

お
き
な

い

お
う
ぶ
つ

か
ん
え
い

か
い
ば
ら
え
き
け
ん

じ
ょ
う
き
ょ
う

り
ん
せ
ん

じ

げ
ん
ろ
く

き

お
お
よ
ど

み
　
ち
　
か
ぜ

中央アルプス国定公園に指定された寝覚の床　<提供：一般社団法人上松観光協会>

ヒノキ林の遊歩道

<提供：一般社団法人上松観光協会 >

寝覚の床(左下 )を眼下に見る臨川寺

(右上 )

浦島太郎が自分の姿を映したとされる

姿見の池（臨川寺境内）

寝覚の床における眺望景観整備　左上下：整備前、

右上下：整備後　<提供：長野県木曽建設事務所 >

上松町内の中央アルプス国定公園区域

<「中央アルプス国定公園　公園計画図 13」（環境

省） （env.go.jp/press/post4018/mat04-13.pdf）
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一
．
中
央
ア
ル
プ
ス

 
 
 
 

国
定
公
園

　
令
和
二
（
二
〇
二
〇
）
年
三
月

二
十
七
日
、
環
境
省
は
長
野
県
南

部
の
木
曽
山
脈
の
ほ
ぼ
全
域
を
中

央
ア
ル
プ
ス
国
定
公
園
に
指
定
し

ま
し
た
。
中
央
ア
ル
プ
ス
は
東
に

天
竜
川
が
流
れ
る
伊
那
谷
、
西
に

木
曽
川
が
流
れ
る
木
曽
谷
に
挟
ま

れ
た
東
西
約
二
十
㎞
・
南
北
約
一

〇
〇
㎞
に
走
る
木
曽
山
脈
の
通
称

で
、
ほ
ぼ
全
山
が
花
崗
岩
で
形
成

さ
れ
る
非
火
山
性
連
峰
で
す
。

　
国
定
公
園
を
設
定
す
る
目
的
に
は
、
優
れ
た
自
然
景

観
の
保
護
、
生
物
多
様
性
の
確
保
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま

す
。
中
央
ア
ル
プ
ス
の
主
峰
木
曽
駒
ヶ
岳
の
南
側
に
は

代
表
的
な
氷
河
地
形
で
あ
る
カ
ー
ル
（
圏
国
）、
モ
レ
ー

ン
（
堆
積
堤
）、
氷
河
湖
な
ど
が
存
在
し
ま
す
。
こ
の

氷
河
地
形
は
、
約
六
万
年
前
と
二
万
年
前
の
二
回
の
氷

期
に
形
成
さ
れ
、
特
に
千
畳
敷
カ
ー
ル
は
宝
剣
岳
か
ら

伊
那
前
岳
の
主
稜
線
か
ら
切
れ
落
ち
た
岩
盤
の
断
崖
で

成
り
立
つ
カ
ー
ル
壁
と
、
そ
の
下
に
広
が
る
比
較
的
平

坦
な
カ
ー
ル
底
の
二
つ
の
部
分
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る

の
が
特
徴
的
で
、
伊
那
谷
か
ら
見
る
千
畳
敷
カ
ー
ル
は

人
里
か
ら
壮
大
な
カ
ー
ル
を
望
め
る
非
常
に
珍
し
い
景

観
を
呈
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
木
曽
駒
ヶ
岳
近
く
の
濃
ヶ
池
は
、
モ
レ
ー
ン
に

　
上
松
町
周
辺
は
、
花
崗
岩
地
帯
で
あ
り
、
そ
の
地
形

を
木
曽
川
の
流
れ
が
削
り
、
姿
を
現
し
た
の
が
寝
覚
の

床
で
す
。

　
こ
の
寝
覚
の
床
は
、
大
正
十
二
（
一
九
二
三
）
年
に

国
の
名
勝
、
そ
の
後
、
昭
和
二
十
八
（
一
九
五
三
）
年

に
は
県
立
公
園
特
別
地
域
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
さ
ら
に
、
今
春
の
令
和
二
（
二
〇
二
〇
）
年
三
月

二
十
七
日
、
環
境
省
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
「
中
央
ア
ル

プ
ス
国
定
公
園
」
の
第
二
種
特
別
地
域
と
し
て
、
新
た

に
指
定
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

中央アルプス国定公園の誕生と
名勝・寝覚の床

■
参
考
文
献

『
上
松
町
誌
　
第
三
巻
　
歴
史
編
』

平
成
十
八
年
　
上
松
町

『
中
央
ア
ル
プ
ス
国
定
公
園
　
指
定
書
及
び

公
園
計
画
書
』
　
　
　
　
　
　

令
和
二
年
　
環
境
省

『
中
央
ア
ル
プ
ス
国
定
公
園
の
誕
生
と
自
然
公
園

 

制
度
に
つ
い
て
』

令
和
二
年
　
長
野
県
環
境
部

『
木
曾
に
蘇
っ
た
浦
島
太
郎
』
　
　
　
　
鳥
居
フ
ミ
子

囲
ま
れ
た
窪
地
に
形
成
さ
れ
た
氷
河
湖
で
、
国
内
で
他

に
見
ら
れ
る
の
は
ポ
ロ
シ
リ
岳
（
北
海
道
日
高
山
脈
）

だ
け
と
い
う
希
少
な
湖
で
す
。

　
木
曽
駒
ヶ
岳
か
ら
越
百
山
ま
で
の
縦
走
路
周
辺
は
森

林
限
界
を
超
え
、
ハ
イ
マ
ツ
帯
や
風
衝
草
原
と
な
っ
て

お
り
、
中
央
ア
ル
プ
ス
だ
け
に
生
息
す
る
固
有
種
の
ヒ

メ
ウ
ス
ユ
キ
ソ
ウ
や
コ
ケ
コ
ゴ
メ
グ
サ
な
ど
貴
重
な
高

山
植
物
が
育
成
し
、
周
辺
の
亜
高
山
帯
も
含
め
た
一
帯

は
、
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
に
掲
載
さ
れ
た
高
山
蝶
の
ク
モ
マ

ベ
ニ
ヒ
カ
ゲ
、
ベ
ニ
ヒ
カ
ゲ
、
コ
ヒ
オ
ド
シ
な
ど
が
生

息
す
る
貴
重
な
環
境
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
東
側
の
伊
那
谷
、
西
側
の
木
曽
谷
に
住
む
人
々

は
、
古
く
か
ら
林
業
・
林
産
業
、
水
田
・
畑
作
な
ど
で

中
央
ア
ル
プ
ス
の
自
然
の
恵
み
を
享
受
し
自
然
と
共
生

す
る
暮
ら
し
を
営
ん
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
本

国
定
公
園
の
テ
ー
マ
を
「
ア
ル
プ
ス
の
自
然
と
山
の
く

ら
し
～
氷
期
か
ら
つ
づ
く
山
・
谷
人
が
守
る
山
」
と
し

て
、
我
が
国
を
代
表
す
る
典
型
的
な
氷
河
地
形
や
、
高

山
帯
の
貴
重
な
生
態
系
を
将
来
に
わ
た
っ
て
厳
正
に
保

護
し
、
伊
那
谷
と
木
曽
谷
の
人
々
の
暮
ら
し
の
な
か
で

育
ま
れ
た
風
致
景
観
を
適
切
に
保
全
し
、
林
業
な
ど
の

地
域
産
業
の
振
興
を
図
り
つ
つ
、
適
正
な
利
用
の
推
進

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
上
松
町
は
明
治
以
来
、
木
曽
駒
ヶ
岳
登
山
の
主
要
な

ル
ー
ト
で
、
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
英
国
の
外
交
官

と
し
て
活
躍
し
た
ア
ー
ネ
ス
ト
・
サ
ト
ウ
や
、
木
曽
川

の
明
治
改
修
を
設
計
し
た
デ
・
レ
イ
ケ
も
上
松
町
か
ら

入
山
し
て
い
ま
す
。
上
松
駅
か
ら
木
曽
前
岳
を
経
て

駒
ヶ
岳
山
頂
へ
至
る
ル
ー
ト
は
、
か
つ
て
は
ウ
ォ
ル

タ
ー
・
ウ
ェ
ス
ト
ン
が
踏
破
し
、
現
在
は
学
校
登
山
で

も
利
用
さ
れ
る
メ
イ
ン
ル
ー
ト
で
す
。

　
中
央
ア
ル
プ
ス
国
定
公
園
に
は
、
中
央
ア
ル
プ
ス
山

域
以
外
に
、
木
曽
川
の
景
勝
地
「
寝
覚
の
床
」
が
飛
地

で
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
木
曽
川
の
水
流
に
よ
っ
て
花

崗
岩
が
侵
食
さ
れ
て
で
き
た
渓
谷
地
形
が
風
致
を
極
力

保
護
す
る
必
要
な
地
域
と
判
断
さ
れ
た
も
の
で
す
。
ま

た
、
寝
覚
の
床
の
周
辺
も
ヒ
ノ
キ
林
な
ど
の
植
生
が
分

布
し
て
お
り
、
渓
流
景
観
と
の
調
和
が
成
り
立
っ
て
い

る
と
し
て
指
定
範
囲
に
含
ま
れ
ま
し
た
。

二
．
寝
覚
の
床
の
民
間
伝
承
と

 
 
 
 

芸
能

　
寝
覚
の
床
は
、
急
流
木
曽
川
が
花
崗
岩
の
岩
盤
を
長

い
年
月
に
わ
た
っ
て
侵
食
し
て
で
き
た
も
の
で
、
巨
大

な
花
崗
岩
の
白
い
岩
肌
と
エ
メ
ラ
ル
ド
グ
リ
ー
ン
の
川

面
の
対
比
が
美
し
く
、
国
の
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
に

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
岩
盤
に
見
ら
れ
る
水
平
方
向
と

垂
直
方
向
に
発
達
し
た
方
丈
節
理
や
ポ
ッ
ト
ホ
ー
ル

（
甌
穴
）
は
、
日
本
で
も
代
表
的
な
も
の
で
す
。

　
景
勝
地
と
し
て
の
寝
覚
の
床
は
古
来
よ
り
知
ら
れ
て

い
ま
し
た
が
、
寝
覚
の
里
（
現
寝
覚
の
床
）
に
住
ん
で

い
た
医
者
に
ま
つ
わ
る
民
間
伝
承
を
基
に
し
た
謡
曲

『
寝
覚
』
に
よ
っ

て
さ
ら
に
高
名

と

な

り

ま

し

た
。
謡

曲
『
寝

覚
』
は
観
世
流

に
伝
わ
る
室
町

時
代
後
期
の
作

品
で
、
文
禄
慶

長
年
間
に
上
演

の
記
録
が
残
っ

て
お
り
、
脇
能

物
と
し
て
能
の
上
演
の
初
番
に
置
か
れ
、
近
世
初
頭
に

は
広
く
し
た
し
ま
れ
て
い
た
演
目
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
寝
覚
の
床
に
長
寿
の
仙
薬
を
授
け
る
老
人
が
住
ん
で
い

る
と
い
う
噂
が
あ
り
、
そ
れ
を
聞
い
た
時
の
天
皇
が
風

聞
を
確
か
め
る
た
め
勅
使
を
遣
わ
し
ま
し
た
。
長
寿
の

仙
薬
を
飲
ん
だ
こ
と
で
三
度
若
返
り
千
年
生
き
た
と
い
う

「
三
返
の
翁
」
に
出
会
っ
た
勅
使
は
、
能
楽
の
宴
に
招
か

れ
ま
し
た
。
夜
が
更
け
二
人
の
天
女
が
舞
い
始
め
る
と

翁
が
、

自
分
は
「
医
王
仏

（
薬
師
如
来
の
化
身
）
」
で
世

に
無
病
息
災
を
施
す
た
め
に
化
現
し
た
と
伝
え
、
天
女
と

と
も
に
舞
い
ま
す
。
夜
が
明
け
る
頃
に
な
る
と
勅
使
に
長

寿
の
仙
薬
を
手
渡
し
た
翁
は
明
け
方
の
空
に
飛
び
去
り

ま
し
た
。

　
民
間
伝
承
と
し
て
は
、
竜
宮
か
ら
帰
っ
た
浦
島
太
郎

が
寝
覚
の
床
で
釣
り
を
し
て
暮
ら
し
て
い
た
と
い
う
話

が
伝
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
中
山
道
が
整
備
さ
れ
、
多
く

の
公
人
私
人
が
行
き
交
う
よ
う
に
な
る
と
、
寝
覚
の
床

の
奇
観
と
と
も
に
、
浦
島
が
木
曽
川
に
釣
糸
を
垂
ら
す

イ
メ
ー
ジ
が
喧
伝
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。
沢
庵
和
尚
が

寛
永
十
一
（
一
六
三
四
）
年
の
『
木
曾
路
紀
行
』
で
「
浦

島
が
つ
り
石
な
ど
云
か
す
か
さ
ね
あ
け
た
る
た
ゝ
み
、

…

在
家
を
ば
見
か
へ
の
里
と
い
ふ
」
と
記
し
て
い
ま

す
。
貝
原
益
軒
は
貞
享
二
（
一
六
八
五
）
年
の
『
木
曾

路
之
記
』
の
な
か
で
「
臨
川
寺
と
い
う
禅
寺
あ
り
。
其

の
う
し
ろ
に
浦
島
が
つ
り
せ
し
寝
覚
の
床
あ
り
。
」
と

記
し
、
そ
の
頃
に
は
伝
承
が
有
名
に
な
っ
て
い
た
こ
と

が
う
か
が
え
ま
す
。
浦
島
伝
説
を
ベ
ー
ス
に
し
た
元
禄

期
（
一
六
八
八
〜
一
七
〇
四
）
の
創
作
と
思
わ
れ
る
古

浄
瑠
璃
『
浦
嶋
太
郎
』
が
、
海
か
ら
離
れ
た
上
松
を
舞

台
と
し
て
書
か
れ
た
の
も
こ
う
し
た
風
聞
を
背
景
と
し

て
い
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
元
禄
期
（
一
六
八
八
〜
一
七
〇
四
）
の
頃
に
は
、
浦

島
太
郎
と
三
返
の
翁
が
同
一
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
大
淀
三
千
風
の
『
日
本
行
脚
文
集
』
（
元
禄
三

年
奥
書
）
の
寝
覚
の
床
の
項
に
は
、
「…

丹
後
の
浦
島

太
郎
左
、…

一
睡
七
百
年
の
寝
覚
し
て
、
再
世
を
見
か

へ
り
の
翁
と
な
り…

」
と
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
臨
川
寺

建
立
の
由
来
を
語
る
『
寝
覚
浦
嶋
寺
略
縁
起
』
に
は
、

玉
手
箱
を
開
け

て
老
人
と
な
っ

た
浦
島
が
「
見

か
へ
り
の
翁
」

と
呼
ば
れ
て
い

た
こ
と
が
記
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
明
治
以
降
も

多
く
の
文
人
墨

客
が
寝
覚
の
床

を
訪
れ
、
景
観

や
伝
承
に
つ
い
て
紀
行
文
や
詩
歌
に
表
し
て
い
ま
す
。

正
岡
子
規
は
『
か
け
は
し
の
記
』
で
「
誠
や
こ
ゝ
は
天

然
の
庭
園
に
て
松
青
く
水
清
く
い
づ
こ
の
工
匠
が
削
り

成
せ
る
岩
石
は
峨
々
と
し
て
高
く
低
く
或
は
凹
み
て
渦

を
な
し
或
は
逼
り
て
滝
を
な
す
。
い
か
様
仙
人
の
住
処

と
も
覚
え
て
た
ふ
と
し
。
」
と
渓
谷
美
を
描
写
し
て
い

ま
す
。

　
先
人
た
ち
が
愛
で
た
寝
覚
の
床
は
、
現
在
と
は
や
や

趣
き
を
異
に
し
て
い
ま
し
た
。
昭
和
四
十
二
（
一
九
六

七
）
年
完
成
の
木
曽
ダ
ム
な
ど
の
電
源
開
発
に
よ
っ

て
、
木
曽
川
の
流
量
は
大
き
く
減
少
し
、
急
流
木
曽
川

の
印
象
は
薄
く
な
り
ま
し
た
。
反
面
、
水
位
が
下
が
っ

た
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
水
面
下
に
あ
っ
た
花
崗
岩
の
岩

塊
が
全
貌
を
現
し
て
、
さ
ら
に
色
彩
や
か
な
景
観
を
呈

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

三
．
上
松
町
の
眺
望
景
観
整
備

　
木
曽
地
域
で
は
近
年
樹
木
の
繁
茂
な
ど
に
よ
っ
て
、

美
し
い
自
然
や
歴
史
的
景
観
の
眺
望
が
妨
げ
ら
れ
て
い

る
箇
所
が
増
え
て
い
ま
す
。
美
し
い
木
曽
路
の
眺
望
景

観
を
守
っ
て
い
く
た
め
、
町
村
、
国
・
県
の
機
関
な
ど

が
地
域
全
体
で
共
有
で
き
る
「
木
曽
路
の
眺
望
景
観
整

備
基
本
方
針
」
（
平
成
二
十
九
（
二
〇
一
七
）
年
八
月

三
十
一
日
策
定
）
を
定
め
、
地
域
ぐ
る
み
で
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　
上
松
町
で
は
、
平
成
二
十
九
（
二
〇
一
七
）
年
度
に

寝
覚
の
床
の
公
共
サ
イ
ン
の
更
新
を
行
い
ま
し
た
。
寝

覚
の
床
の
公
共
サ
イ
ン
は
、
経
年
劣
化
に
よ
り
色
あ

せ
、
木
部
の
割
れ
な
ど
が
発
生
し
て
お
り
、
ド
ラ
イ
バ
ー

か
ら
見
づ
ら
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
新
た
に

日
本
遺
産
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
追
加
し
た
サ
イ
ン
に
更

新
、
観
光
客
の
利
便
性
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
令
和
二
（
二
〇
二
〇
）
年
に
は
、
長
野
県
木

曽
建
設
事
務
所
、
Ｊ
Ｒ
東
海
と
連
携
し
て
、
寝
覚
の
床
の

景
観
を
妨
げ
て
い
た
支
障
木
や
散
策
の
障
害
と
な
っ
て

い
た
木
、
河
川
内
の
倒
木
な
ど
の
撤
去
を
行
い
ま
し

た
。
こ
の
事
業
に
よ
っ
て
、
Ｊ
Ｒ
中
央
西
線
の
車
窓
か

ら
以
前
の
よ
う
に
寝
覚
の
床
が
見
え
る
よ
う
に
な
り
、

こ
れ
に
伴
っ
て
寝
覚
の
床
通
過
時
の
列
車
内
ア
ナ
ウ
ン

ス
も
復
活
し
ま
し
た
。

け
ん
こ
く

た
い
せ
き
て
い

ほ
う
け
ん
だ
け

ね ざめ とこ

い
　
な
　
ま
え
だ
け

の
う
　
が
　
い
け

こ
す
　
も
　や
ま

ふ
う
し
ょ
う

ふ
う
　ち

ほ
う
じ
ょ
う

せ
つ
　
り

お
う
け
つ

か
ん
　
ぜ
　
り
ゅ
う

ぶ
ん 

ろ
く 

け
い

わ
き
の
う

ち
ょ
う

も
の

み 

か
え
り

お
き
な

い 

お
う
ぶ
つ

か
ん
え
い

か
い
ば
ら
え
き
け
ん

じ
ょ
う
き
ょ
う

り
ん
せ
ん
　
じ

げ
ん
ろ
く

き

お
お
よ
ど
　
み
　
ち
　
か
ぜ

中央アルプス国定公園に指定された寝覚の床　<提供：一般社団法人上松観光協会>

ヒノキ林の遊歩道
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(右上 )

浦島太郎が自分の姿を映したとされる

姿見の池（臨川寺境内）
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木
曽
駒
ヶ
岳
山
系
は
、
風
化
の
進
ん
だ
花
崗
岩
に
よ

る
急
峻
な
地
形
と
な
り
、
上
松
町
の
ほ
ぼ
中
央
を
縦
貫

す
る
木
曽
川
に
は
、
東
西
か
ら
十
王
沢
、
中
沢
、
滑
川
、

小
川
な
ど
の
急
勾
配
の
一
級
河
川
が
流
れ
こ
ん
で
い
ま

す
。

　
こ
れ
ら
の
河
川
に
は
、
崩
落
し
や
す
い
危
険
箇
所
が

随
所
に
見
ら
れ
、
上
松
町
に
お
い
て
は
、
土
砂
災
害
を

防
止
す
る
た
め
に
国
、
県
、
町
等
関
係
機
関
が
中
心
と

な
っ
て
各
河
川
の
危
険
箇
所
を
把
握
し
、
緊
急
度
の
高

い
箇
所
か
ら
、
随
時
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

木曽駒ヶ岳の麓・
上松町の砂防事業

一
．
木
曽
川
流
域
第
一
の
急
流
・

　 

滑
川
の
砂
防
事
業

　
長
野
県
木
曽
郡
上
松
町
は
、
県
の
南
西
部
、
木
曽
谷
の

中
央
部
に
位
置
し
、
町
の
東
は
中
央
ア
ル
プ
ス
の
主
峰
木

曽
駒
ヶ
岳
（
標
高
二
，
九
五
六
ｍ
）
が
そ
び
え
、
西
に
は

卒
塔
婆
山
（
標
高
一
，
五
四
一
ｍ
）
な
ど
の
山
地
が
広
が
っ

て
い
ま
す
。
町
の
中
央
を
木
曽
川
が
南
流
し
て
、
東
か
ら

滑
川
・
十
王
沢
が
、
西
か
ら
小
川
が
上
松
町
中
心
部
で
木

曽
川
に
流
入
し
て
い
ま
す
。
住
宅
・
田
畑
は
木
曽
川
沿
い

の
河
岸
段
丘
上
と
支
流
沿
い
に
点
在
し
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
地
形
の
上
松
町
の
防
災
上
の
最
重
要
課
題

は
、
中
央
ア
ル
プ
ス
か
ら
急
勾
配
を
流
れ
下
る
河
川
の
土

石
流
で
し
た
。
中
央
ア
ル
プ
ス
の
地
質
は
、
大
半
が
花
崗

岩
類
の
岩
石
で
形
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
木
曽
川
に
沿
っ
て

上
松
町
か
ら
南
木
曽
町
ま
で
連
続
し
て
分
布
し
、
中
津
川

市
で
も
中
津
川
中
流
部
を
中
心
に
分
布
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
花
崗
岩
地
帯
は
風
化
の
た
め
崩
壊
地
が
多
く
、
特

に
駒
ヶ
岳
か
ら
南
駒
ヶ
岳
付
近
お
よ
び
恵
那
山
付
近
に
多

く
見
ら
れ
ま
す
。

　
木
曽
で
は
土
石
流
を
「
蛇
抜
け
」
と
呼
び
、
災
害
の
記

録
は
室
町
時
代
か
ら
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
明
治
三
十
七

（
一
九
〇
四
）
年
以
降
の
記
録
を
た
ど
る
と
、
数
年
に
一

度
の
割
合
で
災
害
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。
上
松
町
の
人
々
は
、
近
隣
の
南
木
曽
町
、
大
桑
村
の

災
害
を
見
聞
き
し
て
い
ま
し
た
が
、
昭
和
二
十
八
（
一
九

五
三
）
年
八
月
十
四
日
、
台
風
第
七
号
に
よ
る
十
王
沢
の

土
石
流
を
体
験
し
て
、
そ
の
恐
怖
を
実
感
し
ま
し
た
。
な

か
で
も
人
々
が
恐
れ
た
の
は
、
滑
川
で
大
規
模
な
土
石
流

が
お
き
る
こ
と
で
し
た
。

　
滑
川
は
、
平
均
河
床
勾
配
が
一
／
五
・
四
と
い
う
木
曽

川
水
系
で
最
も
急
峻
な
河
川
で
、
そ
の
急
峻
さ
は
吉
野
橋

（
上
松
町
小
川
地
先
）
か
ら
上
流
を
見
る
と
、
眼
前
の
河

床
が
目
よ
り
高
く
感
じ
ら
れ
る
ほ
ど
で
す
。
河
床
に
は
巨

礫
が
累
々
と
し
て
、
洪
水
時
に
は
岩
の
ぶ
つ
か
り
あ
う
音

が
聞
こ
え
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
中
央
ア
ル
プ
ス
か
ら
流
れ
る
木
曽
川
支
流
の
災
害
は
、

昭
和
三
十
年
代
後
半
か
ら
昭
和
五
十
年
代
に
か
け
て
は
、

二
～
三
ヶ
年
周
期
で
発
生
し
て
お
り
、
特
に
、
昭
和
四
十
一 

■
参
考
文
献

『
砂
防
事
業
の
概
要
』　
　

多
治
見
砂
防
国
道
事
務
所

『
上
松
町
誌
　
第
三
巻
　
歴
史
編
』

平
成
十
八
年
　
上
松
町

『
上
松
町
地
域
防
災
計
画
』

平
成
三
十
年
　
上
松
町
防
災
会
議

（
一
九
六
六
）

年
、
南
木
曽
町

三
留
野
を
中
心

と
し
た
集
中
豪

雨
に
よ
る
被
害

は
甚
大
な
も
の

で
し
た
。
こ
う

し
た
中
、
昭
和

五
十
（
一
九
七

五
）
年
七
月
の

集
中
豪
雨
に
よ

る
土
砂
災
害
を

契
機
に
、
昭
和

五
十
三
（
一
九

七

八
）
年
、
国

は
特
に
荒
廃
の

著
し
い
木
曽
川
左
支
流
の
滑
川
、
伊
奈
川
、
与
川
、
蘭
川

の
各
流
域
で
直
轄
砂
防
事
業
に
着
手
し
ま
し
た
。

　
滑
川
で
は
、
昭
和
五
十
三
（
一
九
七
八
）
年
に
滑
川
第

一
砂
防
堰
堤
の
本
体
工
事
に
着
手
、
平
成
元
（
一
九
八
九
）

年
に
当
時
東
洋
一
と
な
る
全
長
三
〇
〇
ｍ
・
高
さ
二
十
二

ｍ
・
計
画
貯
砂
量
三
〇
九
，〇
〇
〇
㎥
の
堰
堤
が
完
成
し
ま

し
た
。

　
そ
の
後
、
平
成
十
二
（
二
〇
〇
〇
）
年
に
は
、
第
一
砂

防
堰
堤
の
上
流
に
滑
川
第
二
ダ
ム
工
群
が
建
設
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
ほ
か
上
松
町
域
で
は
、
平
成
九
（
一
九
九
七
）

年
に
十
王
沢
第
一
砂
防
堰
堤
、
平
成
二
十
（
二
〇
〇
八
）

年
に
は
十
王
沢
第
二
砂
防
堰
堤
が
完
成
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
五
（
一
九
九
三
）
年
七
月
、
梅
雨
前
線
に

よ
る
豪
雨
で
上
松
町
内
で
も
土
石
流
が
発
生
し
、
棧
沢
第

一
砂
防
ダ
ム
建
設
に
着
手
、
平
成
七
（
一
九
九
五
）
年
に

完
成
し
て
い
ま
す
。

二
．
滑
川
に
お
け
る
砂
防
堰
堤
の

　 
 

防
災
効
果

　
滑
川
第
一
砂
防
堰
堤
の
完
成
の
三
ヶ
月
後
、 

平
成
元

（
一
九
八
九
）
年
七
月
九
日
、
朝
か
ら
翌
朝
ま
で
に
二
〇

〇
㎜
を
超
え
る
集
中
豪
雨
に
よ
り
、
滑
川
上
流
の
北
股

沢
が
崩
壊
し
土
砂
が
流
出
し
ま
し
た
。
そ
の
土
砂
量
は

約
二
〇
〇
，〇
〇
〇
㎥
と
推
定
さ
れ
、
こ
れ
を
滑
川
第
一

砂
防
堰
堤
が
捕
捉
し
ま
し
た
。
も
し
完
成
以
前
で
あ
れ

ば
、
下
流
に
甚
大
な
災
害
が
も
た
ら
さ
れ
た
と
推
測
さ

れ
、
早
々
に
事
業
効
果
が
実
証
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
十
年
後
の
平
成
十
一
（
一
九
九
九
）
年
六
月
二
十

七
日
、
前
日
の
深
夜
か
ら
降
り
続
い
た
雨
は
、
連
続
雨
量

八
十
六
㎜
を
記
録
し
、
最
大
時
間
雨
量
二
十
七
㎜
を
記
録

し
た
昼
頃
に
、
同
じ
北
股
沢
で
約
五
〇
，〇
〇
〇
㎥
の
土

砂
が
流
出
し
ま
し
た
が
、
滑
川
第
一
砂
防
堰
堤
に
よ
り
捕

捉
さ
れ
、
災
害
に
は
い
た
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
時
の

土
砂
の
流
出
状
況
は
、
土
石
流
観
測
施
設
の
Ｃ
Ｃ
Ｔ
Ｖ
カ

メ
ラ
で
撮
影
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
映
像
は
土
石
流
解
明
の

貴
重
な
資
料
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
滑
川
で
は
、
平
成
十
六
（
二
〇
〇
四
）
年
八
月

十
八
日
に
土
砂
流
量
約
八
〇
，〇
〇
〇
㎥
、
平
成
二
十
二

（
二
〇
一
〇
）
年
七
月
一
日
に
土
砂
流
量
約
六
四
，〇
〇
〇

㎥
の
土
砂
流
出
が
発
生
し
ま
し
た
が
、
い
ず
れ
も
砂
防
施

設
が
土
砂
を
捕
捉
し
、
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
ま
た
本
年
の
令
和
二
（
二
〇
二
〇
）
年
六
月
十
四
日
、

須
原
雨
量
観
測
所
（
気
象
庁
）
で
連
続
雨
量
八
十
六
㎜
を

記
録
す
る
大
雨
に
よ
っ
て
約
五
〇
，〇
〇
〇
㎥
の
土
砂
が

流
出
し
ま
し
た
。
こ
の
時
、
滑
川
第
一
砂
防
堰
堤
の
上
流

で
事
前
に
除
石
（
土
砂
撤
去
）
し
て
容
量
を
確
保
し
て
い

た
た
め
、
土
砂
を
捕
捉
す
る
こ
と
が
で
き
、
下
流
地
区
で

の
被
害
を
未
然
に
防
止
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

三
．
現
在
進
行
す
る
上
松
町
の

　
　
防
災
事
業

　
現
在
上
松
町
で
は
国
の
直
轄
事
業
で
、
十
王
沢
第
二
砂

防
堰
堤
の
改
築
、
板
橋
沢
第
一
砂
防
堰
堤
の
建
設
、
滑
川

第
一
砂
防
堰
堤
の
除
石
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
事
業
の
ほ
か
、
土
砂
災
害
に
対
す
る
総
合
的

な
情
報
収
集
、
警
報
、
避
難
シ
ス
テ
ム
を
確
立
す
る
た
め
、

雨
量
計
の
整
備
・
土
石
流
セ
ン
サ
ー
、
監
視
カ
メ
ラ
等
の

整
備
を
し
て
い
ま
す
。
流
域
に
設
置
し
た
雨
量
計
の
デ
ー

タ
や
Ｃ
Ｃ
Ｔ
Ｖ
（
監
視
カ
メ
ラ
）
の
画
像
デ
ー
タ
は
、
監
視

シ
ス
テ
ム
に
よ
り
市
町
村
に
情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
上
松
町
が
策
定
し
た
地
域
防
災
計
画
で
は
、「
風
水
害

に
強
い
町
土
づ
く
り
」
を
標
榜
し
て
、
治
山
、
治
水
、
急

傾
斜
地
崩
壊
対
策
、
農
地
防
災
等
の
事
業
を
総
合
的
、
計

画
的
に
推
進
す
る
と
し
て
、

（
ア
）
中
小
河
川
の
整
備
推
進
と
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

に
よ
る
住
民
へ
の
周
知
を
進
め
る
。

（
イ
）
土
石
流
、
地
す
べ
り
、
崖
崩
れ
、
雪
崩
な
ど
を
防

ぐ
た
め
、
治
山
・
砂
防
施
設
の
設
置
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
の
指
定
を
通
し
て
、
土
砂
災

害
の
恐
れ
の
あ
る
区
域
に
つ
い
て
、
危
険
の
周
知
、
警
戒

避
難
体
制
の
整
備
、
住
宅
等
の
新
規
立
地
の
抑
制
を
進
め

る
。

（
ウ
）
台
風
、
集
中
豪
雨
等
に
伴
う
山
地
災
害
に
対
処
す

る
山
地
治
山
、
地
す
べ
り
防
止
施
設
等
の
整
備
を
推
進
す

る
。
ま
た
、
山
地
災
害
の
発
生
を
防
止
す
る
た
め
、
森
林

の
造
成
及
び
維
持
を
図
る
。

な
ど
の
方
針
を
示
し
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
方
針
に
基
づ
く
防
災
事
業
の
一
環
と
し
て
、

上
松
町
で
は
平
成
三
十
（
二
〇
一
八
）
年
・
三
十
一
（
二

〇
一
九
）
年
に
大
沢
内
の
支
障
木
伐
採
を
行
う
大
沢
河
畔

林
整
備
事
業
（
長
野
県
森
林
税
を
活
用
）
を
実
施
し
ま
し

た
。
地
元
住
民
か
ら
は
、
見
通
し
が
良
く
な
り
治
水
上
の

安
全
が
守
ら
れ
た
、
河
川
内
が
明
る
く
な
り
河
川
に
異
常

が
あ
っ
て
も
す
ぐ
に
分
か
る
よ
う
に
な
っ
た
、
な
ど
の
声

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ソ
フ
ト
対
策
の
一
環
と
し
て
、
毎
年
六
月
の
土

砂
災
害
防
止
月
間
を
中
心
に
、
地
域
の
小
学
生
等
を
対
象

と
し
て
、
多
治
見
砂
防
国
道
事
務
所
上
松
出
張
所
に
よ
る

砂
防
教
室
・
あ
お
ぞ
ら
教
室
が
開
催
さ
れ
、
土
砂
災
害
を

は
じ
め
と
し
た
防
災
を
学
ぶ
場
が
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
山
の
斜
面
が
崩
れ
土
砂
が
流
出
す
る
こ
と
は
、
太
古
の

昔
か
ら
繰
り
返
さ
れ
て
き
た
自
然
現
象
の
一
つ
で
す
。
そ

の
自
然
現
象
が
生
命
や
財
産
に
被
害
を
及
ぼ
し
て
し
ま

う
と
、
土
砂
災
害
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
自
然

現
象
を
災
害
に
し
な
い
こ
と
、
万
一
災
害
に
至
っ
て
し

ま
っ
た
と
し
て
も
被
害
を
極
力
小
さ
く
す
る
こ
と
が
重
要

で
す
。
そ
う
し
た
目
的
で
長
い
時
間
を
か
け
て
砂
防
施
設

の
建
設
・
運
営
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
砂
防
施
設
が
被
害
を
未
然
に
防
い
だ
こ
と
に
よ
り
「
起

き
な
か
っ
た
土
砂
災
害
」
は
、
一
般
の
人
に
実
態
が
知
ら

さ
れ
る
機
会
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
緑
深

い
山
中
で
人
知
れ
ず
黙
々
と
続
け
ら
れ
て
い
る
砂
防
事

業
は
、
確
実
に
下
流
の
人
々
の
命
と
暮
ら
し
を
守
っ
て
い

ま
す
。

じ
ゅ
う

お
う

さ
わ

な
め
　
か
わ

そ
　
と
　
ば

や
ま

じ
ゃ  

ぬ

み
　
ど
　
の

よ

が
わ

が
わ

か
け
は
し

さ
わ

あ
ら
ら
ぎ

平成11年６月27日、滑川中流での土石流を観測した土石流ＣＣＴＶカメラでの撮影映像

<提供：多治見砂防国道事務所>

令和２年６月14日、約50,000㎥の土砂を捕捉した

滑川第一砂防堰堤　　　　<提供：多治見砂防国道事務所>

滑川第一砂防堰堤での除石作業の様子

<提供：多治見砂防国道事務所>

十王沢第２砂防堰堤の改築

<提供：多治見砂防国道事務所>

平成31年度大沢河畔林整備事業の効果

<提供：上松町建設水道課>

上松出張所長による砂防の話（砂防教室）

<提供：多治見砂防国道事務所> 木曽川上流域の河川縦断図　<提供：多治見砂防国道事務所>
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木
曽
駒
ヶ
岳
山
系
は
、
風
化
の
進
ん
だ
花
崗
岩
に
よ

る
急
峻
な
地
形
と
な
り
、
上
松
町
の
ほ
ぼ
中
央
を
縦
貫

す
る
木
曽
川
に
は
、
東
西
か
ら
十
王
沢
、
中
沢
、
滑
川
、

小
川
な
ど
の
急
勾
配
の
一
級
河
川
が
流
れ
こ
ん
で
い
ま

す
。

　
こ
れ
ら
の
河
川
に
は
、
崩
落
し
や
す
い
危
険
箇
所
が

随
所
に
見
ら
れ
、
上
松
町
に
お
い
て
は
、
土
砂
災
害
を

防
止
す
る
た
め
に
国
、
県
、
町
等
関
係
機
関
が
中
心
と

な
っ
て
各
河
川
の
危
険
箇
所
を
把
握
し
、
緊
急
度
の
高

い
箇
所
か
ら
、
随
時
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

木曽駒ヶ岳の麓・
上松町の砂防事業

一
．
木
曽
川
流
域
第
一
の
急
流
・

　 

滑
川
の
砂
防
事
業

　
長
野
県
木
曽
郡
上
松
町
は
、
県
の
南
西
部
、
木
曽
谷
の

中
央
部
に
位
置
し
、
町
の
東
は
中
央
ア
ル
プ
ス
の
主
峰
木

曽
駒
ヶ
岳
（
標
高
二
，
九
五
六
ｍ
）
が
そ
び
え
、
西
に
は

卒
塔
婆
山
（
標
高
一
，
五
四
一
ｍ
）
な
ど
の
山
地
が
広
が
っ

て
い
ま
す
。
町
の
中
央
を
木
曽
川
が
南
流
し
て
、
東
か
ら

滑
川
・
十
王
沢
が
、
西
か
ら
小
川
が
上
松
町
中
心
部
で
木

曽
川
に
流
入
し
て
い
ま
す
。
住
宅
・
田
畑
は
木
曽
川
沿
い

の
河
岸
段
丘
上
と
支
流
沿
い
に
点
在
し
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
地
形
の
上
松
町
の
防
災
上
の
最
重
要
課
題

は
、
中
央
ア
ル
プ
ス
か
ら
急
勾
配
を
流
れ
下
る
河
川
の
土

石
流
で
し
た
。
中
央
ア
ル
プ
ス
の
地
質
は
、
大
半
が
花
崗

岩
類
の
岩
石
で
形
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
木
曽
川
に
沿
っ
て

上
松
町
か
ら
南
木
曽
町
ま
で
連
続
し
て
分
布
し
、
中
津
川

市
で
も
中
津
川
中
流
部
を
中
心
に
分
布
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
花
崗
岩
地
帯
は
風
化
の
た
め
崩
壊
地
が
多
く
、
特

に
駒
ヶ
岳
か
ら
南
駒
ヶ
岳
付
近
お
よ
び
恵
那
山
付
近
に
多

く
見
ら
れ
ま
す
。

　
木
曽
で
は
土
石
流
を
「
蛇
抜
け
」
と
呼
び
、
災
害
の
記

録
は
室
町
時
代
か
ら
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
明
治
三
十
七

（
一
九
〇
四
）
年
以
降
の
記
録
を
た
ど
る
と
、
数
年
に
一

度
の
割
合
で
災
害
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。
上
松
町
の
人
々
は
、
近
隣
の
南
木
曽
町
、
大
桑
村
の

災
害
を
見
聞
き
し
て
い
ま
し
た
が
、
昭
和
二
十
八
（
一
九

五
三
）
年
八
月
十
四
日
、
台
風
第
七
号
に
よ
る
十
王
沢
の

土
石
流
を
体
験
し
て
、
そ
の
恐
怖
を
実
感
し
ま
し
た
。
な

か
で
も
人
々
が
恐
れ
た
の
は
、
滑
川
で
大
規
模
な
土
石
流

が
お
き
る
こ
と
で
し
た
。

　
滑
川
は
、
平
均
河
床
勾
配
が
一
／
五
・
四
と
い
う
木
曽

川
水
系
で
最
も
急
峻
な
河
川
で
、
そ
の
急
峻
さ
は
吉
野
橋

（
上
松
町
小
川
地
先
）
か
ら
上
流
を
見
る
と
、
眼
前
の
河

床
が
目
よ
り
高
く
感
じ
ら
れ
る
ほ
ど
で
す
。
河
床
に
は
巨

礫
が
累
々
と
し
て
、
洪
水
時
に
は
岩
の
ぶ
つ
か
り
あ
う
音

が
聞
こ
え
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
中
央
ア
ル
プ
ス
か
ら
流
れ
る
木
曽
川
支
流
の
災
害
は
、

昭
和
三
十
年
代
後
半
か
ら
昭
和
五
十
年
代
に
か
け
て
は
、

二
～
三
ヶ
年
周
期
で
発
生
し
て
お
り
、
特
に
、
昭
和
四
十
一 
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二
（
二
〇
〇
〇
）
年
に
は
、
第
一
砂

防
堰
堤
の
上
流
に
滑
川
第
二
ダ
ム
工
群
が
建
設
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
ほ
か
上
松
町
域
で
は
、
平
成
九
（
一
九
九
七
）

年
に
十
王
沢
第
一
砂
防
堰
堤
、
平
成
二
十
（
二
〇
〇
八
）

年
に
は
十
王
沢
第
二
砂
防
堰
堤
が
完
成
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
五
（
一
九
九
三
）
年
七
月
、
梅
雨
前
線
に

よ
る
豪
雨
で
上
松
町
内
で
も
土
石
流
が
発
生
し
、
棧
沢
第

一
砂
防
ダ
ム
建
設
に
着
手
、
平
成
七
（
一
九
九
五
）
年
に

完
成
し
て
い
ま
す
。

二
．
滑
川
に
お
け
る
砂
防
堰
堤
の

　 
 

防
災
効
果

　
滑
川
第
一
砂
防
堰
堤
の
完
成
の
三
ヶ
月
後
、 

平
成
元

（
一
九
八
九
）
年
七
月
九
日
、
朝
か
ら
翌
朝
ま
で
に
二
〇

〇
㎜
を
超
え
る
集
中
豪
雨
に
よ
り
、
滑
川
上
流
の
北
股

沢
が
崩
壊
し
土
砂
が
流
出
し
ま
し
た
。
そ
の
土
砂
量
は

約
二
〇
〇
，〇
〇
〇
㎥
と
推
定
さ
れ
、
こ
れ
を
滑
川
第
一

砂
防
堰
堤
が
捕
捉
し
ま
し
た
。
も
し
完
成
以
前
で
あ
れ

ば
、
下
流
に
甚
大
な
災
害
が
も
た
ら
さ
れ
た
と
推
測
さ

れ
、
早
々
に
事
業
効
果
が
実
証
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
十
年
後
の
平
成
十
一
（
一
九
九
九
）
年
六
月
二
十

七
日
、
前
日
の
深
夜
か
ら
降
り
続
い
た
雨
は
、
連
続
雨
量

八
十
六
㎜
を
記
録
し
、
最
大
時
間
雨
量
二
十
七
㎜
を
記
録

し
た
昼
頃
に
、
同
じ
北
股
沢
で
約
五
〇
，〇
〇
〇
㎥
の
土

砂
が
流
出
し
ま
し
た
が
、
滑
川
第
一
砂
防
堰
堤
に
よ
り
捕

捉
さ
れ
、
災
害
に
は
い
た
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
時
の

土
砂
の
流
出
状
況
は
、
土
石
流
観
測
施
設
の
Ｃ
Ｃ
Ｔ
Ｖ
カ

メ
ラ
で
撮
影
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
映
像
は
土
石
流
解
明
の

貴
重
な
資
料
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
滑
川
で
は
、
平
成
十
六
（
二
〇
〇
四
）
年
八
月

十
八
日
に
土
砂
流
量
約
八
〇
，〇
〇
〇
㎥
、
平
成
二
十
二

（
二
〇
一
〇
）
年
七
月
一
日
に
土
砂
流
量
約
六
四
，〇
〇
〇

㎥
の
土
砂
流
出
が
発
生
し
ま
し
た
が
、
い
ず
れ
も
砂
防
施

設
が
土
砂
を
捕
捉
し
、
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
ま
た
本
年
の
令
和
二
（
二
〇
二
〇
）
年
六
月
十
四
日
、

須
原
雨
量
観
測
所
（
気
象
庁
）
で
連
続
雨
量
八
十
六
㎜
を

記
録
す
る
大
雨
に
よ
っ
て
約
五
〇
，〇
〇
〇
㎥
の
土
砂
が

流
出
し
ま
し
た
。
こ
の
時
、
滑
川
第
一
砂
防
堰
堤
の
上
流

で
事
前
に
除
石
（
土
砂
撤
去
）
し
て
容
量
を
確
保
し
て
い

た
た
め
、
土
砂
を
捕
捉
す
る
こ
と
が
で
き
、
下
流
地
区
で

の
被
害
を
未
然
に
防
止
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

三
．
現
在
進
行
す
る
上
松
町
の

　
　
防
災
事
業

　
現
在
上
松
町
で
は
国
の
直
轄
事
業
で
、
十
王
沢
第
二
砂

防
堰
堤
の
改
築
、
板
橋
沢
第
一
砂
防
堰
堤
の
建
設
、
滑
川

第
一
砂
防
堰
堤
の
除
石
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
事
業
の
ほ
か
、
土
砂
災
害
に
対
す
る
総
合
的

な
情
報
収
集
、
警
報
、
避
難
シ
ス
テ
ム
を
確
立
す
る
た
め
、

雨
量
計
の
整
備
・
土
石
流
セ
ン
サ
ー
、
監
視
カ
メ
ラ
等
の

整
備
を
し
て
い
ま
す
。
流
域
に
設
置
し
た
雨
量
計
の
デ
ー

タ
や
Ｃ
Ｃ
Ｔ
Ｖ
（
監
視
カ
メ
ラ
）
の
画
像
デ
ー
タ
は
、
監
視

シ
ス
テ
ム
に
よ
り
市
町
村
に
情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
上
松
町
が
策
定
し
た
地
域
防
災
計
画
で
は
、「
風
水
害

に
強
い
町
土
づ
く
り
」
を
標
榜
し
て
、
治
山
、
治
水
、
急

傾
斜
地
崩
壊
対
策
、
農
地
防
災
等
の
事
業
を
総
合
的
、
計

画
的
に
推
進
す
る
と
し
て
、

（
ア
）
中
小
河
川
の
整
備
推
進
と
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

に
よ
る
住
民
へ
の
周
知
を
進
め
る
。

（
イ
）
土
石
流
、
地
す
べ
り
、
崖
崩
れ
、
雪
崩
な
ど
を
防

ぐ
た
め
、
治
山
・
砂
防
施
設
の
設
置
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
の
指
定
を
通
し
て
、
土
砂
災

害
の
恐
れ
の
あ
る
区
域
に
つ
い
て
、
危
険
の
周
知
、
警
戒

避
難
体
制
の
整
備
、
住
宅
等
の
新
規
立
地
の
抑
制
を
進
め

る
。

（
ウ
）
台
風
、
集
中
豪
雨
等
に
伴
う
山
地
災
害
に
対
処
す

る
山
地
治
山
、
地
す
べ
り
防
止
施
設
等
の
整
備
を
推
進
す

る
。
ま
た
、
山
地
災
害
の
発
生
を
防
止
す
る
た
め
、
森
林

の
造
成
及
び
維
持
を
図
る
。

な
ど
の
方
針
を
示
し
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
方
針
に
基
づ
く
防
災
事
業
の
一
環
と
し
て
、

上
松
町
で
は
平
成
三
十
（
二
〇
一
八
）
年
・
三
十
一
（
二

〇
一
九
）
年
に
大
沢
内
の
支
障
木
伐
採
を
行
う
大
沢
河
畔

林
整
備
事
業
（
長
野
県
森
林
税
を
活
用
）
を
実
施
し
ま
し

た
。
地
元
住
民
か
ら
は
、
見
通
し
が
良
く
な
り
治
水
上
の

安
全
が
守
ら
れ
た
、
河
川
内
が
明
る
く
な
り
河
川
に
異
常

が
あ
っ
て
も
す
ぐ
に
分
か
る
よ
う
に
な
っ
た
、
な
ど
の
声

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ソ
フ
ト
対
策
の
一
環
と
し
て
、
毎
年
六
月
の
土

砂
災
害
防
止
月
間
を
中
心
に
、
地
域
の
小
学
生
等
を
対
象

と
し
て
、
多
治
見
砂
防
国
道
事
務
所
上
松
出
張
所
に
よ
る

砂
防
教
室
・
あ
お
ぞ
ら
教
室
が
開
催
さ
れ
、
土
砂
災
害
を

は
じ
め
と
し
た
防
災
を
学
ぶ
場
が
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
山
の
斜
面
が
崩
れ
土
砂
が
流
出
す
る
こ
と
は
、
太
古
の

昔
か
ら
繰
り
返
さ
れ
て
き
た
自
然
現
象
の
一
つ
で
す
。
そ

の
自
然
現
象
が
生
命
や
財
産
に
被
害
を
及
ぼ
し
て
し
ま

う
と
、
土
砂
災
害
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
自
然

現
象
を
災
害
に
し
な
い
こ
と
、
万
一
災
害
に
至
っ
て
し

ま
っ
た
と
し
て
も
被
害
を
極
力
小
さ
く
す
る
こ
と
が
重
要

で
す
。
そ
う
し
た
目
的
で
長
い
時
間
を
か
け
て
砂
防
施
設

の
建
設
・
運
営
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
砂
防
施
設
が
被
害
を
未
然
に
防
い
だ
こ
と
に
よ
り
「
起

き
な
か
っ
た
土
砂
災
害
」
は
、
一
般
の
人
に
実
態
が
知
ら

さ
れ
る
機
会
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
緑
深

い
山
中
で
人
知
れ
ず
黙
々
と
続
け
ら
れ
て
い
る
砂
防
事

業
は
、
確
実
に
下
流
の
人
々
の
命
と
暮
ら
し
を
守
っ
て
い

ま
す
。

じ
ゅ
う

お
う

さ
わ

な
め
　
か
わ

そ
　
と
　
ば

や
ま

じ
ゃ  

ぬ

み
　
ど
　
の

よ

が
わ

が
わ

か
け
は
し

さ
わ

あ
ら
ら
ぎ

平成11年６月27日、滑川中流での土石流を観測した土石流ＣＣＴＶカメラでの撮影映像

<提供：多治見砂防国道事務所>

令和２年６月14日、約50,000㎥の土砂を捕捉した

滑川第一砂防堰堤　　　　<提供：多治見砂防国道事務所>

滑川第一砂防堰堤での除石作業の様子

<提供：多治見砂防国道事務所>

十王沢第２砂防堰堤の改築

<提供：多治見砂防国道事務所>

平成31年度大沢河畔林整備事業の効果

<提供：上松町建設水道課>

上松出張所長による砂防の話（砂防教室）

<提供：多治見砂防国道事務所> 木曽川上流域の河川縦断図　<提供：多治見砂防国道事務所>

地域の治水・利水地域の治水・利水

34



　
明
治
改
修
工
事
は
、
木
曽
三
川
を
互
い
に
独
立
し
た

河
道
に
造
り
替
え
、
網
状
に
入
り
乱
れ
て
い
た
支
派
川

の
多
く
を
廃
川
と
し
て
い
ま
す
。
木
曽
川
文
庫
に
展
示

さ
れ
て
い
る
明
治
改
修
計
画
図
に
は
、
現
況
地
形
図
の

上
に
赤
線
で
計
画
図
が
記
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
両
方
の
図
を
注
意
深
く
見
て
み
る
と
、
こ
れ
ら

の
工
事
に
際
し
て
、
旧
堤
防
の
一
方
を
引
堤
し
た
新
河

道
の
修
築
や
一
部
の
区
間
に
お
い
て
は
旧
輪
中
堤
防
を

背
割
堤
と
し
て
使
用
す
る
な
ど
、
経
済
的
で
巧
妙
な
工

事
が
行
わ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま

す
。

　
本
章
で
は
、
明
治
改
修
工
事
に
よ
っ
て
大
き
く
変
化

し
た
四
ヶ
所
を
例
に
し
て
、
河
道
の
拡
幅
と
巧
妙
な
支

川
改
修
に
つ
い
て
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

地域と河川　第十編

明治改修工事による河道と輪中の変形
－明治改修計画図に見る その３－

一
．
川
底
に
沈
ん
だ
川
中
島

 
 
 
 
―
 

松
山
中
島
村

　
か
つ
て
岐
阜
県
海
津
郡
に
存
在
し
た
松
山
中
島
村

（
木
曽
川
長
良
川
背
割
堤2

1
.0

k

付
近
）
は
、
東
は
木

曽
川
の
本
流
に
、
西
は
江
戸
前
期
ま
で
本
流
で
あ
っ
た

古
木
曽
川
に
囲
ま
れ
た
集
落
で
し
た
。

　
江
戸
初
期
頃
ま
で
の
松
山
中
島
村
は
、
木
曽
川
左
岸

か
ら
突
き
出
た
半
島
の
よ
う
で
、
現
愛
西
市
高
畑
町
と

陸
続
き
の
地
で
し
た
。
し
か
し
、
慶
長
年
間
（
一
五
九

六
～
一
六
一
四
）
の
洪
水
と
正
保
三
（
一
六
四
六
）
年

の
木
曽
川
の
掘
割
工
事
に
よ
っ
て
、
木
曽
川
本
流
が
松

山
中
島
村
と
東
側
の
高
畑
村
と
の
間
を
流
れ
る
こ
と
と

な
り
、
松
山
中
島
村
は
川
中
島
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
大
き
さ
は
、
東
西
が
約
二
九
〇
ｍ
、
南
北
が
約

七
三
〇
ｍ
で
、
村
の
東
の
木
曽
川
本
流
沿
い
は
堤
を
築

い
て
あ
り
ま
し
た
が
、
西
の
古
木
曽
川
筋
は

河
跡
だ
け
で
堤
は
無
く
、
懸
廻
堤
と
は
な
っ

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
（
図
１
）

　
そ
の
後
の
明
治
改
修
の
際
に
は
、
本
流
・

古
木
曽
川
の
右
岸
堤
を
利
用
し
て
堤
防
が
計

画
さ
れ
ま
し
た
。
面
白
い
こ
と
に
松
山
中
島

村
は
、
元
々
愛
知
県
に
属
し
て
い
ま
し
た
が
、

改
修
で
消
滅
す
る
直
前
の
明
治
二
十
（
一
八

八
七
）
年
の
県
境
変
更
に
よ
っ
て
岐
阜
県
海

西
郡
松
山
中
島
村
と
し
て
編
入
さ
れ
、
明
治

三
十
（
一
八
九
七
）
年
に
は
海
西
郡
と
下
石

津
郡
が
合
併
し
た
海
津
郡
東
江
村
の
大
字
名

と
な
っ
て
い
ま
す
。
（
図
２
）

の
輪
中
と
な
り
、
馬
ノ
瀬
村
は
、
昭
和
二
十
三
（
一
九

四
八
）
年
に
大
垣
市
馬
瀬
町
と
な
り
ま
し
た
。

三
．
揖
斐
川
右
支
川
の
江
下
げ

　
「
江
下
げ
」
と
は
大
き
く
分
類
し
て
、
①
悪
水
吐
圦
樋

で
輪
中
内
か
ら
河
川
へ
の
排
水
が
土
砂
堆
積
に
よ
る
天

井
川
化
で
困
難
と
な
っ
た
場
合
に
、
天
井
川
を
伏
越
で

通
し
て
圦
樋
を
従
来
よ
り
低
位
部
に
延
長
す
る
江
下
げ

（
鵜
森
伏
越
樋
に
つ
い
て
、K

IS
S

O
1

1
2

号
六
ペ
ー

ジ
参
照
。）
と
、
②
本
川
か
ら
支
川
へ
の
洪
水
遡
上
を
弱

め
る
た
め
、
支
川
の
合
流
点
を
下
流
に
下
げ
る
江
下

げ
、
の
二
種
類
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

　
揖
斐
川
で
の
明
治
改
修
工
事
区
間
は
、
上
流
端
の
本

巣
郡
鷺
田
村
呂
久
（
現
瑞
穂
市
呂
久
）
か
ら
河
口
ま
で

の
約
四
十
三
・
二
㎞
と
な
っ
て
い
ま
す
。
揖
斐
川
の
川

幅
は
、
狭
溢
な
だ
け
で
な
く
堤
防
の
形
状
も
不
規
則
で

あ
る
た
め
、
両
岸
の
堤
防
の
改
築
や
新
水
路
を
開
削
す

る
等
の
重
要
な
工
事
が
必
要
と
な
り
、
新
水
路
開
削
延

長
は
十
九
・
六
四
㎞
（
木
曽
川
十
五
・
四
九
㎞
、
長
良

川
十
三
・
七
五
㎞
）
と
三
川
の
中
で
最
も
長
く
な
っ
て

い
ま
す
。

　
こ

こ

で

は
、
旧

揖
斐
川
左
岸
堤
防
を

新
揖
斐
川
の
右
岸
堤

防
と
し
て
活
用
す
る

な
ど
の
巧
妙
な
河
道

二
．
分
割
さ
れ
た
川
中
島

 
 
 
 
―
 

牧
輪
中

　
明
治
三
十
七
（
一
九
〇
四
）
年
頃
、
現
在
の
安
八
町

西
端
の
牧
輪
中
（
揖
斐
川

3
7

.0
k

付
近
）
は
、
揖
斐

川
の
川
中
島
で
あ
り
、
明
治
二
十
四
（
一
八
九
一
）
年

の
地
図
に
は
牧
輪
中
の
東
を
流
れ
る
東
分
派
川
の
方
が

主
流
で
、
西
を
流
れ
る
西
分
派
川
は
、
平
水
時
に
は
水

流
が
無
い
よ
う
に
描
か
れ
て
い
ま
す
。
（
図
３
）

　
牧
輪
中
の
両
分
派
川
に
つ
い
て
安
藤
萬
寿
男
は
、「
西

分
派
川
が
揖
斐
川
の
本
流
で
あ
っ
た
が
、
あ
る
時
期
の

洪
水
で
東
分
派
川
が
形
成
さ
れ
た
。
」
と
述
べ
て
い
ま

す
。
つ
ま
り
、
西
分
派
川
（
古
揖
斐
川
）
は
、
大
垣
輪

中
が
完
成
す
る
承
応
二
（
一
六
五
三
）
年
頃
に
は
十
分

流
路
と
し
て
機
能
し
て
お
り
、
中
須
輪
中
東
隣
の
森
部

輪
中
絵
図
が
描
か
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
一
八
〇
〇
年
頃

に
廃
川
の
様
相
を
呈
し
、
東
分
派
川
（
旧
揖
斐
川
）
の

形
成
は
、
正
保
二
（
一
六
四
五
）
年
以
前
で
あ
っ
た
よ

う
で
す
。

　
明
治
三
十
五
（
一
九
〇
二
）
年
、
明
治
改
修
工
事
に

よ
っ
て
牧
輪
中
は
、
大
き
く
改
変
さ
れ
ま
し
た
。
す
な

わ
ち
、
新
た
に
掘
削
す
る
新
揖
斐
川
の
左
岸
堤
防
を
輪

中
の
最
南
端
か
ら
中
央
部
の
後
背
湿
地
付
近
に
造
り
、

新
右
岸
堤
防
は
古
揖
斐
川
の
左
岸
堤
防
沿
い
に
造
ら
れ

ま
し
た
。
（
図
４
）

　
し
た
が
っ
て
、
牧
輪
中
北
端
の
馬
ノ
瀬
村
全
村
は
、

新
揖
斐
川
の
右
岸
に
移
転
し
て
、
牧
輪
中
は
牧
村
の
み

計
画
と
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
り
合
流
す
る
支
川
に

も
治
水
効
果
が
あ
る
〝
江
下
げ
〟
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
以
下
に
、
明
治
改
修
で
行
わ
れ
た
三
ヶ
所
の
江
下
げ

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　
（
一
）
水
門
川
の
名
称
変
更
と
江
下
げ

　
水
門
川
は
、
永
禄
四
（
一
五
六
一
）
年
に
大
垣
城
主

氏
家
直
元
が
舟
運
と
排
水
幹
線
を
兼
ね
た
運
河
（
牛
屋

川
）
を
開
削
し
、
揖
斐
川
に
合
流
さ
せ
た
と
伝
わ
っ
て

け
い
ち
ょ
う

し
ょ
う

ほ
う

か
け
ま
わ
し

て
い

ま
　
す
　
お

じ
ょ
う

お
う

う
ま
　
の
　
せ

え
　
　
さ

ふ
せ
ご
し

い
り
　
ひ

ろ
　
く

え
い
ろ
く

う
じ
い
え
な
お
も
と

図２　明治改修計画時の松山中島村

図 1　天保 12 年の松山中島村絵図に加筆

〈出典：八開村史資料編村絵図集〉

図３　明治 24 年の森部輪中絵図に加筆

　<出典：安八町史資料編 >

図４　明治改修計画時の牧輪中図５　水門川と牧田川の江下げ

明治改修における支派川工事等位置図
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明
治
改
修
工
事
は
、
木
曽
三
川
を
互
い
に
独
立
し
た

河
道
に
造
り
替
え
、
網
状
に
入
り
乱
れ
て
い
た
支
派
川

の
多
く
を
廃
川
と
し
て
い
ま
す
。
木
曽
川
文
庫
に
展
示

さ
れ
て
い
る
明
治
改
修
計
画
図
に
は
、
現
況
地
形
図
の

上
に
赤
線
で
計
画
図
が
記
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
両
方
の
図
を
注
意
深
く
見
て
み
る
と
、
こ
れ
ら

の
工
事
に
際
し
て
、
旧
堤
防
の
一
方
を
引
堤
し
た
新
河

道
の
修
築
や
一
部
の
区
間
に
お
い
て
は
旧
輪
中
堤
防
を

背
割
堤
と
し
て
使
用
す
る
な
ど
、
経
済
的
で
巧
妙
な
工

事
が
行
わ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま

す
。

　
本
章
で
は
、
明
治
改
修
工
事
に
よ
っ
て
大
き
く
変
化

し
た
四
ヶ
所
を
例
に
し
て
、
河
道
の
拡
幅
と
巧
妙
な
支

川
改
修
に
つ
い
て
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

地域と河川　第十編

明治改修工事による河道と輪中の変形
－明治改修計画図に見る その３－

一
．
川
底
に
沈
ん
だ
川
中
島

 
 
 
 
―
 

松
山
中
島
村

　
か
つ
て
岐
阜
県
海
津
郡
に
存
在
し
た
松
山
中
島
村

（
木
曽
川
長
良
川
背
割
堤2

1
.0

k

付
近
）
は
、
東
は
木

曽
川
の
本
流
に
、
西
は
江
戸
前
期
ま
で
本
流
で
あ
っ
た

古
木
曽
川
に
囲
ま
れ
た
集
落
で
し
た
。

　
江
戸
初
期
頃
ま
で
の
松
山
中
島
村
は
、
木
曽
川
左
岸

か
ら
突
き
出
た
半
島
の
よ
う
で
、
現
愛
西
市
高
畑
町
と

陸
続
き
の
地
で
し
た
。
し
か
し
、
慶
長
年
間
（
一
五
九

六
～
一
六
一
四
）
の
洪
水
と
正
保
三
（
一
六
四
六
）
年

の
木
曽
川
の
掘
割
工
事
に
よ
っ
て
、
木
曽
川
本
流
が
松

山
中
島
村
と
東
側
の
高
畑
村
と
の
間
を
流
れ
る
こ
と
と

な
り
、
松
山
中
島
村
は
川
中
島
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
大
き
さ
は
、
東
西
が
約
二
九
〇
ｍ
、
南
北
が
約

七
三
〇
ｍ
で
、
村
の
東
の
木
曽
川
本
流
沿
い
は
堤
を
築

い
て
あ
り
ま
し
た
が
、
西
の
古
木
曽
川
筋
は

河
跡
だ
け
で
堤
は
無
く
、
懸
廻
堤
と
は
な
っ

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
（
図
１
）

　
そ
の
後
の
明
治
改
修
の
際
に
は
、
本
流
・

古
木
曽
川
の
右
岸
堤
を
利
用
し
て
堤
防
が
計

画
さ
れ
ま
し
た
。
面
白
い
こ
と
に
松
山
中
島

村
は
、
元
々
愛
知
県
に
属
し
て
い
ま
し
た
が
、

改
修
で
消
滅
す
る
直
前
の
明
治
二
十
（
一
八

八
七
）
年
の
県
境
変
更
に
よ
っ
て
岐
阜
県
海

西
郡
松
山
中
島
村
と
し
て
編
入
さ
れ
、
明
治

三
十
（
一
八
九
七
）
年
に
は
海
西
郡
と
下
石

津
郡
が
合
併
し
た
海
津
郡
東
江
村
の
大
字
名

と
な
っ
て
い
ま
す
。
（
図
２
）

の
輪
中
と
な
り
、
馬
ノ
瀬
村
は
、
昭
和
二
十
三
（
一
九

四
八
）
年
に
大
垣
市
馬
瀬
町
と
な
り
ま
し
た
。

三
．
揖
斐
川
右
支
川
の
江
下
げ

　
「
江
下
げ
」
と
は
大
き
く
分
類
し
て
、
①
悪
水
吐
圦
樋

で
輪
中
内
か
ら
河
川
へ
の
排
水
が
土
砂
堆
積
に
よ
る
天

井
川
化
で
困
難
と
な
っ
た
場
合
に
、
天
井
川
を
伏
越
で

通
し
て
圦
樋
を
従
来
よ
り
低
位
部
に
延
長
す
る
江
下
げ

（
鵜
森
伏
越
樋
に
つ
い
て
、K

IS
S

O
1

1
2

号
六
ペ
ー

ジ
参
照
。）
と
、
②
本
川
か
ら
支
川
へ
の
洪
水
遡
上
を
弱

め
る
た
め
、
支
川
の
合
流
点
を
下
流
に
下
げ
る
江
下

げ
、
の
二
種
類
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

　
揖
斐
川
で
の
明
治
改
修
工
事
区
間
は
、
上
流
端
の
本

巣
郡
鷺
田
村
呂
久
（
現
瑞
穂
市
呂
久
）
か
ら
河
口
ま
で

の
約
四
十
三
・
二
㎞
と
な
っ
て
い
ま
す
。
揖
斐
川
の
川

幅
は
、
狭
溢
な
だ
け
で
な
く
堤
防
の
形
状
も
不
規
則
で

あ
る
た
め
、
両
岸
の
堤
防
の
改
築
や
新
水
路
を
開
削
す

る
等
の
重
要
な
工
事
が
必
要
と
な
り
、
新
水
路
開
削
延

長
は
十
九
・
六
四
㎞
（
木
曽
川
十
五
・
四
九
㎞
、
長
良

川
十
三
・
七
五
㎞
）
と
三
川
の
中
で
最
も
長
く
な
っ
て

い
ま
す
。

　
こ

こ

で

は
、
旧

揖
斐
川
左
岸
堤
防
を

新
揖
斐
川
の
右
岸
堤

防
と
し
て
活
用
す
る

な
ど
の
巧
妙
な
河
道

二
．
分
割
さ
れ
た
川
中
島

 
 
 
 
―
 

牧
輪
中

　
明
治
三
十
七
（
一
九
〇
四
）
年
頃
、
現
在
の
安
八
町

西
端
の
牧
輪
中
（
揖
斐
川

3
7

.0
k

付
近
）
は
、
揖
斐

川
の
川
中
島
で
あ
り
、
明
治
二
十
四
（
一
八
九
一
）
年

の
地
図
に
は
牧
輪
中
の
東
を
流
れ
る
東
分
派
川
の
方
が

主
流
で
、
西
を
流
れ
る
西
分
派
川
は
、
平
水
時
に
は
水

流
が
無
い
よ
う
に
描
か
れ
て
い
ま
す
。
（
図
３
）

　
牧
輪
中
の
両
分
派
川
に
つ
い
て
安
藤
萬
寿
男
は
、「
西

分
派
川
が
揖
斐
川
の
本
流
で
あ
っ
た
が
、
あ
る
時
期
の

洪
水
で
東
分
派
川
が
形
成
さ
れ
た
。
」
と
述
べ
て
い
ま

す
。
つ
ま
り
、
西
分
派
川
（
古
揖
斐
川
）
は
、
大
垣
輪

中
が
完
成
す
る
承
応
二
（
一
六
五
三
）
年
頃
に
は
十
分

流
路
と
し
て
機
能
し
て
お
り
、
中
須
輪
中
東
隣
の
森
部

輪
中
絵
図
が
描
か
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
一
八
〇
〇
年
頃

に
廃
川
の
様
相
を
呈
し
、
東
分
派
川
（
旧
揖
斐
川
）
の

形
成
は
、
正
保
二
（
一
六
四
五
）
年
以
前
で
あ
っ
た
よ

う
で
す
。

　
明
治
三
十
五
（
一
九
〇
二
）
年
、
明
治
改
修
工
事
に

よ
っ
て
牧
輪
中
は
、
大
き
く
改
変
さ
れ
ま
し
た
。
す
な

わ
ち
、
新
た
に
掘
削
す
る
新
揖
斐
川
の
左
岸
堤
防
を
輪

中
の
最
南
端
か
ら
中
央
部
の
後
背
湿
地
付
近
に
造
り
、

新
右
岸
堤
防
は
古
揖
斐
川
の
左
岸
堤
防
沿
い
に
造
ら
れ

ま
し
た
。
（
図
４
）

　
し
た
が
っ
て
、
牧
輪
中
北
端
の
馬
ノ
瀬
村
全
村
は
、

新
揖
斐
川
の
右
岸
に
移
転
し
て
、
牧
輪
中
は
牧
村
の
み

計
画
と
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
り
合
流
す
る
支
川
に

も
治
水
効
果
が
あ
る
〝
江
下
げ
〟
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
以
下
に
、
明
治
改
修
で
行
わ
れ
た
三
ヶ
所
の
江
下
げ

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　
（
一
）
水
門
川
の
名
称
変
更
と
江
下
げ

　
水
門
川
は
、
永
禄
四
（
一
五
六
一
）
年
に
大
垣
城
主

氏
家
直
元
が
舟
運
と
排
水
幹
線
を
兼
ね
た
運
河
（
牛
屋

川
）
を
開
削
し
、
揖
斐
川
に
合
流
さ
せ
た
と
伝
わ
っ
て

け
い
ち
ょ
う

し
ょ
う

ほ
う

か
け
ま
わ
し

て
い

ま
　
す
　
お

じ
ょ
う

お
う

う
ま
　
の
　
せ

え
　
　
さ

ふ
せ
ご
し

い
り
　
ひ

ろ
　
く

え
い
ろ
く

う
じ
い
え
な
お
も
と

図２　明治改修計画時の松山中島村

図 1　天保 12 年の松山中島村絵図に加筆

〈出典：八開村史資料編村絵図集〉

図３　明治 24 年の森部輪中絵図に加筆

　<出典：安八町史資料編 >

図４　明治改修計画時の牧輪中図５　水門川と牧田川の江下げ

明治改修における支派川工事等位置図
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町
史
資
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編
』
　 

 
 
 

安
八
町
　
昭
和
五
十
年

い
ま
す
。
承
応
二
（
一
六
五
二
）
年
、
揖
斐
川
か
ら
の

洪
水
の
遡
上
を
止
め
る
逆
水
留
水
門
が
川
口
村
（
現
大

垣
市
川
口
）
に
造
ら
れ
、
「
水
門
川
」
と
呼
称
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
明
治
改
修
工
事
前
の
揖
斐
川
（
薄
い
水
色
）
は
、

船
附
村
（
現
在
の
養
老
大
橋
付
近
）
で
牧
田
川
を
合
流

し
現
在
の
牧
田
川
を
南
に
流
れ
、
今
尾
町
で
大
榑
川
と

合
流
し
て
い
ま
し
た
。

　
つ
ま
り
水
門
川
は
、
逆
水
留
水
門
（
明
治
改
修
計
画

図
で
は
「S

u
im

o
n

」
と
記
さ
れ
て
い
る
）
の
下
流
約

八
〇
〇
ｍ
の
福
束
村
西
側
の
旧
揖
斐
川
右
岸
に
合
流
し

て
い
ま
し
た
。

　
水
門
川
を
合
流
し
た
旧
揖
斐
川
は
、
西
流
し
て
鵜
森

排
水
路
を
伏
越
さ
せ
て
、
船
附
村
対
岸
（
現
養
老
大
橋

東
側
）
で
南
流
し
て
き
た
牧
田
川
を
合
流
し
た
旧
揖
斐

川
と
し
て
、
さ
ら
に
南
流
し
て
い
ま
し
た
。

　
一
方
そ
の
す
ぐ
東
側
に
は
、
旧
揖
斐
川
左
岸
に
位
置

し
て
い
た
塩
喰
村
（
現
輪
之
内
町
塩
喰
）
の
地
内
で
掘
っ

た
土
取
り
場
跡
に
水
が
流
れ
込
み
、
い
つ
し
か
揖
斐
川

の
支
流
と
見
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
石
堰
川
が
あ

り
、
塩
喰
村
は
東
の
石
堰
川
と
西
の
旧
揖
斐
川
に
囲
ま

　
な
お
牧
田
川
と
支
川
杭
瀬
川
の
改
修
は
、
大
正
十
（
一

九
二
一
）
年
に
着
手
し
た
大
正
改
修
（
木
曽
川
上
流
改

修
）
に
お
い
て
も
、
河
道
の
拡
幅
や
揖
斐
川
と
の
合
流

点
の
江
下
げ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
大
正
改
修
で
は
、
牧

田
川
の
養
老
町
烏
江
地
先
の
河
道
を
拡
幅
す
る
と
共

に
、
烏
江
で
牧
田
川
に
合
流
し
て
い
た
杭
瀬
川
と
牧
田

川
に
背
割
堤
を
設
け
て
分
流
さ
せ
て
、
養
老
町
船
附
で

牧
田
川
に
合
流
さ
せ
て
い
ま
す
。

　
（
三
）
津
屋
川
の
江
下
げ

　
津
屋
川
の
源
は
、
養
老
の
滝
で
知
ら
れ
た
滝
谷
で
す
。

養
老
山
地
の
複
合
扇
状
地
か
ら
流
れ
出
た
滝
谷
が
、
流

向
を
南
流
に
変
え
て
津
屋
川
と
な
り
ま
す
。

　
天
正
十
三
（
一
五
八
五
）
年
の
天
正
地
震
と
江
戸
時

代
の
牧
田
川
付
替
え
ま
で
牧
田
川
の
旧
流
路
で
あ
っ
た

津
屋
川
は
、
明
治
十
二
（
一
八
七
九
）
年
の
洪
水
以
後
、

ほ
ぼ
現
在
の
川
筋
を
流
れ
る
よ
う
に
な
り
、
明
治
改
修

以
前
は
池
辺
村
小
坪
（
現
養
老
町
大
巻
）
で
揖
斐
川
右

岸
に
合
流
し
て
い
ま
し
た
。
（
図
６
）

　
な
お
津
屋
川
右
岸
堤
は
、
旧
揖
斐
川
と
の
合
流
点
よ

り
一
㎞
程
上
流
の
現
南
濃
町
徳
田
辺
り
か
ら
無
堤
だ
っ

た
た
め
、
旧
揖
斐
川
か
ら
の
逆

水
遡
上
に
よ
る
長
期
間
の
湛
水

被
害
を
受
け
て
き
ま
し
た
。

　
第
三
期
工
事
（
明
治
三
十
三

（
一
九
〇
〇
）
～
三
十
八
（
一

九
〇
五
）
年
度
）
で
の
新
揖
斐

川
の
開
削
は
、
旧
揖
斐
川
左
岸

側
の
現
海
津
町
福
岡
か
ら
同
安

田
間
に
約
五
・
八
㎞
の
新
揖
斐

川
左
岸
堤
防
を
築
造
し
、
高
柳
・

福

岡

間

の

約

八
〇
〇
ｍ
を

締

切
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
締
切
堤
よ
り
下
流
の

旧
揖
斐
川
は
、
新
津
屋
川
の
河

道
と
し
、
旧
揖
斐
川
左
岸
堤
を

新
揖
斐
川
と
の
背
割
堤
と
し

て
、
約
三
㎞
下
流
の
南
濃
町
山

崎
で
新
揖
斐
川
と
合
流
さ
せ
て

津
屋
川
の
江
下
げ
を
実
現
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

旧
揖
斐
川
右
岸
側
に
合
流
し
て
い
た
養
老
山
地
の
谷

か
ら
の
流
出
土
砂
が
合
流
部
を
閉
塞
さ
せ
な
い
よ
う

に
、
各
谷
の
合
流
点
の
付
替
え
が
図
中
で
指
示
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　
な
お
津
屋
川
の
改
修
は
、
支
派
川
改
修
後
の
昭
和
二

十
六
（
一
九
五
一
）
年
度
以
降
に
行
わ
れ
て
お
り
、
揖

斐
川
か
ら
の
逆
水
を
止
め
江
下
げ
の
効
果
を
補
う
津
屋

川
水
門
は
、
昭
和
三
十
四
（
一
九
五
九
）
年
三
月
に
完

成
し
て
い
ま
す
。

四
．
幻
と
な
っ
た
排
水
路
計
画

　
明
治
改
修
事
業
で
は
、
新
揖
斐
川
を
新
川
開
削
で
実

現
し
た
こ
と
に
よ
り
、
旧
揖
斐
川
を
新
支
川
と
し
て
江

下
げ
を
行
い
、
さ
ら
に
支
川
を
合
流
し
て
い
る
旧
本
川

堤
防
を
新
た
な
本
・
支
川
の
背
割
堤
と
し
て
巧
妙
に
使

用
し
て
河
道
計
画
が
立
て
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。

　
な
お
明
治
改
修
計
画
図
に
は
、
新
揖
斐
川
左
岸
堤
に

沿
っ
て
「M

a
in

　d
ra

in

（
主
排
水
路
）
」
が
書
か
れ

て
い
ま
す
が
、
始
端
部
は
牧
輪
中
の
廃
川
と
す
る
東
分

派
川
（
図
４
）
の
南
端
に
描
か
れ
た
排
水
路
で
あ
り
、

こ
の
始
端
部
か
ら
福
束
輪
中
を
南
下
さ
せ
大
榑
川
内
に

引
入
れ
（
図
５
）
、
今
尾
町
で
新
揖
斐
川
堤
内
に
沿
わ

せ
南
下
さ
せ
（
図
６
）
、
現
海
津
町
安
田
付
近
で
新
揖

斐
川
に
合
流
さ
せ
る
計
画
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
こ

の
排
水
路
は
実
在
し
て
い
ま
せ
ん
。 

れ
た
中
州
上
の
村
で
し
た
。
（
図
５
）

　
石
堰
川
は
、
大
垣
輪
中
南
部
の
低
湿
地
か
ら
の
排
水

路
と
し
て
使
用
さ
れ
、
占
有
し
て
い
た
河
川
敷
の
借
地

代
一
〇
〇
石
を
大
垣
藩
が
負
担
し
て
い
ま
し
た
が
、
明

治
六
（
一
八
七
三
）
年
に
岐
阜
県
が
こ
の
石
堰
川
を
買

い
上
げ
る
な
ど
の
後
、
明
治
三
十
三
（
一
九
〇
〇
）
年

度
～
三
十
八
（
一
九
〇
五
）
年
度
の
第
三
期
改
修
工
事

で
水
門
川
本
流
と
な
り
ま
し
た
。

　
つ
ま
り
、
水
門
川
は
石
堰
川
の
名
称
変
更
に
よ
っ

て
、
改
修
工
事
後
は
約
三
㎞
下
流
に
江
下
げ
と
な
り
、

現
養
老
町
根
古
地
で
牧
田
川
と
合
流
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

　
（
二
）
牧
田
川
の
名
称
変
更
と
江
下
げ

　
牧
田
川
は
、
前
述
の
よ
う
に
現
養
老
町
船
附
の
養
老

大
橋
付
近
で
旧
揖
斐
川
に
合
流
し
て
い
ま
し
た
。
改
修

工
事
で
旧
揖
斐
川
が
新
水
路
へ
付
け
替
わ
っ
た
の
に
伴

い
、
牧
田
川
と
揖
斐
川
の
合
流
点
は
約
六
㎞
下
流
に
江

下
げ
と
な
り
、
牧
田
川
に
は
大
き
な
治
水
効
果
を
生
む

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
こ
れ
に
伴
い
、
旧
揖
斐
川

は
牧
田
川
と
名
称
変
更
さ
れ
ま
し
た
。
（
図
５
）

ぎ
ゃ
く

す
い
ど
め

ふ
な
つ
き

ね
　
こ
　
じ

か
ら
す
　

え

て
ん
し
ょ
う

し
お
ば
み

い
し
ぜ
き

図６　津屋川の江下げ
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縄
文
の
時
代
、
亡
く
な
っ
た
人
の
魂
は
形
の
良
い
山

か
ら
天
に
昇
る
と
考
え
ら
れ
、
山
そ
の
も
の
が
信
仰
の

対
象
で
し
た
。

　
そ
の
後
、
山
の
中
の
お
ご
そ
か
な
岩
や
巨
木
が
信
仰

の
対
象
に
変
化
し
、
今
で
も
古
い
神
社
や
祠
の
近
く
に

は
し
ば
し
ば
巨
石
や
巨
木
が
あ
り
ま
す
。

　
木
曽
三
川
流
域
に
残
る
信
仰
の
対
象
と
さ
れ
た
巨
石

と
巨
木
を
ご
紹
介
し
て
み
ま
す
。

前
半
《
巨
石
編
》

　
こ
こ
で
い
う
巨
石
と
は
、
た
だ
単
に
大
き
い
と
い
う
岩
で

は
な
く
、
主
に
縄
文
時
代
か
ら
信
仰
の
対
象
に
な
っ
て
い
た

も
の
で
す
。

桃
山
公
園

　
木
曽
川
沿
い
の
中
津
川
市
に
あ
り
、
そ
の
風
景
が
写
真-

１
で
す
。
古
代
は
子
孫
繁
栄
を
重
視
し
た
よ
う
で
す
。

姫
栗
メ
ン
ヒ
ル

　
恵
那
市
笠
置
町
の
木
曽
川
右
岸
の
姫
栗
小
学
校
跡
に
二

本
一
組
立
っ
て
い
ま
す（
写
真-

２
）。
夫
婦
を
現
す
の
で
し
ょ

う
。
周
囲
か
ら
縄
文
時
代
の
石
器
が
多
量
に
発
掘
さ
れ
、
振

興
事
務
所
に
陳
列
さ
れ
て
い
ま
す
。笠
置
山
南
の
中
腹
で
す
。

鍋
山
メ
ン
ヒ
ル

　
恵
那
市
長
島
鍋
山
に
あ
り
（
写
真-

３
）、
庄
内
川
源
流
夕

立
山
の
北
向
き
斜
面
に
あ
る
も
の
で
す
。
も
う
一
つ
の
二
本

一
組
の
メ
ン
ヒ
ル
が
、
木
曽
川
南
の
恵
那
市
武
並
の
国
道
四

一
八
号
の
峠
北
側
に
あ
り
ま
す
（
写
真-

４
上
段
）。

　
鍋
山
メ
ン
ヒ
ル
の
方
は
、
す
き
間
か
ら
夏
至
の
日
の
出
が

昇
る
そ
う
で
す
。
武
並
の
方
は
林
道
工
事
で
移
転
し
て
い
る

こ
と
も
あ
り
、
日
の
出
と
の
関
係
は
分
か
り
ま
せ
ん
。

　
メ
ン
ヒ
ル
と
は
通
常
一
本
立
ち
の
石
柱
で
、
縄
文
人
の
墓

と
さ
れ
ま
す
が
、
恵
那
で
は
二
本
立

ち
の
石
柱
も
メ
ン
ヒ
ル
と
呼
ん
で
い

ま
す
。

　
武
並
に
は
入
り
口
写
真-

４
下
段
の

よ
う
な
五
本
の
立
石
も
あ
り
ま
す
。

木曽三川　巨石と巨木
土木史家　中根洋治

高
賀
神
社

　
長
良
川
水
系
板
取
川
を
上
っ
て
、
関
市
洞
戸
の
高
賀
神
社

の
裏
山
に
「
峰
稚
児
神
社
」
が
あ
り
、
そ
れ
は
写
真-

５
の

よ
う
な
岩
で
す
。
こ
れ
が
高
賀
神
社
奥
の
院
と
い
わ
れ
ま

す
。
奥
の
院
と
は
旧
地
の
こ
と
で
す
。

　
高
賀
神
社
に
は
、
平
安
時
代
の
仏
像
が
地
中
か
ら
発
掘

さ
れ
陳
列
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
西
暦
九
五
〇
年
こ
ろ
、

藤
原
高
光
が
当
地
の
鬼
退
治
を
し
、
そ
の
鬼
の
頭
が
関
市

和
良
の
念
興
寺
の
も
の
と
い
わ
れ
ま
す
。

　
廃
仏
毀
釈
前
は
「
高
賀
山
蓮
華
峯
寺
」
と
さ
れ
、
円
空
が

中
腹
の
岩
屋
で
三
年
間
の
千
日
行
と
い
う
修
行
を
し
た
そ
う

で
す
。

甘
南
美
寺

　
山
県
市
に
あ
り
、
こ
れ
は
十
万
年
前
の
木
曽
川
旧
河
道
を

調
べ
て
い
た
時
、
伊
自
良
地
区
四
日
市
に
甘
南
美
寺
茶
所
と

い
う
所
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
調
べ
始
め
ま
し
た
。

　
カ
ン
ナ
ビ
と
い
う
言
葉
は
神
体
山
の
こ
と
で
す
か
ら
甘

南
美
寺
と
釜
が
谷
山
を
訪
ね
ま
し
た
。
そ
し
た
ら
、
奥
の
院

が
あ
る
と
の
こ
と
で
、
地
元
の
方
と
共
に
登
っ
て
み
ま
し
た
。

　
奥
の
院
に
は
写
真-

６
の
よ
う
な
岩
が
あ
り
、
こ
れ
は

磐
座
だ
と
直
感
し
ま
し
た
。

　
磐
座
と
い
う
の
は
、
縄
文
時
代
か
ら
仏
教
が
伝
わ
る
ま

か
さ

ぎ
ち
ょ
う

だ
ち
や
ま

ゆ
う

お
さ
し
ま

た
け
な
み

み
ね
　
ち
　
ご

ふ
じ
わ
ら
の
た
か
み
つ

わ
　
ら

ね
ん
こ
う

じ

れ
ん

げ

ぶ

じ

は
い
ぶ
つ

き
し
ゃ
く

か
ん

な

み

じ

や
ま
が
た

い
わ
く
ら

写真-１ 中津川市の桃山公園にある夫婦岩

写真-２ 姫栗メンヒル

写真-３ 鍋山メンヒル

写真-４ 武並メンヒル

写真-５ 高賀神社「奥の院」

研究資料研究資料
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で
の
ご
神
体
で
、
人
が
死
ん
だ
ら
こ
こ
か
ら
昇
天
す
る
と

信
じ
ら
れ
、
神
社
が
で
き
る
ま
で
の
祭
祀
所
で
し
た
。

　
な
ぜ
こ
の
山
名
が
神
体
山
を
表
す
名
前
で
は
な
く
「
釜

が
谷
山
」
に
な
っ
た
の
か
、
そ
れ
は
昭
和
五
十
一
（
一
九

七
六
）
年
の
大
雨
で
山
肌
が
崩
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ

の
山
が
咬
み
取
ら
れ
る
「
カ
マ
」
と
い
う
災
害
地
名
の

方
が
勝
っ
た
か
ら
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

稲
沢
市
平
和
町
の
屯
倉
社

　
こ
こ
の
岩
（
写
真-

７
上
段
）
は
、
群
に
な
っ
て
三
十
個

ほ
ど
雑
然
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
に
置
か

れ
て
い
る
の
か
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
こ
の
岩
は
白
っ
ぽ
い
砂
岩
で
、
同
じ
よ
う
な
岩
が
尾
張

地
方
に
沢
山
あ
り
ま
す
。

　
例
え
ば
稲
沢
市
の
国
府
宮
に
あ
る
岩
境
（
写
真-

７
下

段
）
は
五
個
円
形
に
並
ん
で
い
る
一
種
の
環
状
列
石
、
津

島
神
社
の
三
ツ
石
、
一
宮
市
戸
塚
の
七
つ
石
な
ど
全
て
白

色
の
砂
岩
で
す
。
こ
れ
ら
の
砂
岩
の
産
地
は
ど
こ
で
し
ょ

う
。

　
木
曽
三
川
の
上
流
を
調
べ
て
み
ま
す
と
、
そ
の
砂
岩
は

揖
斐
川
に
あ
り
ま
し
た
。
古
代
人
は
揖
斐
川
（
杭
瀬
川
）

か
ら
乱
流
を
利
用
し
て
墨
俣
へ
、
さ
ら
に
堤
防
の
な
い
川

で
目
的
地
へ
運
ん
だ
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
筏
に
は
瓢
箪
や
豚
の
内
臓
を
空
気
で
膨
ら
ま
せ
て
浮
力

の
補
助
に
し
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

三
輪
神
社

　
揖
斐
川
沿
い
の
揖
斐
川
町
三
輪
地
区
に
あ
り
、
裏
山
に

「
重
ね
岩
」（
写
真-

８
）、
ま
た
「
八
丈
岩
」
が
山
腹
に
あ

り
ま
す
。
上
面
が
平
ら
に
な
っ
た
岩
で
、
雨
乞
い
の
夜
叉

ケ
池
と
関
わ
る
伝
説
を
秘
め
て
い
ま
す
。

　
そ
の
上
流
の
揖
斐
川
の
川
っ
淵
に
「
は
た
ご
岩
」
も

あ
り
、
イ
ビ
と
い
う
の
は
〝
神
の
岩
の
あ
る
所
〟
と
い

う
説
も
あ
り
ま
す
。

関
市
大
門
町
の
白
山
神
社

　
背
後
に
は
「
天
狗
岩
」
が
あ
り
ま
す
（
写
真-

９
）。
神

社
が
で
き
る
前
の
ご
神
体
は
こ
う
い
う
も
の
で
す
。

　
白
山
神
社
西
方
の
長
良
川
は
、
小
瀬
で
鵜
飼
が
出
来
、

弥
勒
寺
跡
・
川
湊
で
も
有
名
で
し
た
。

後
半
《
巨
木
編
》

　
巨
木
と
は
、
地
上
一
ｍ
三
〇
㎝
の
幹
周
り
が
三
ｍ
以
上
の

大
木
を
言
い
ま
す
。

「
木
曽
義
仲
旗
挙
の
欅
」

　
幹
周
り
一
〇
ｍ
四
〇
㎝
（
写
真-

10
）。
木
曽
川
の
上
流
、

木
曽
町
に
あ
り
ま
す
。

「
与
川
の
杉
」

　
幹
周
り
八
ｍ
八
〇
㎝
（
写
真-

11
）。
南
木
曽
町
の
国
道

十
九
号
と
与
川
の
合
流
点
近
く
に
は
、
江
戸
末
期
の
土
石

流
で
九
十
九
人
溺
死
し
た
と
い
う
地
蔵
が
あ
り
、
そ
こ
か

ら
上
流
へ
遡
っ
た
与
川
と
い
う
集
落
の
白
山
神
社
境
内
に

あ
り
ま
す
。
ナ
ギ
ソ
は
薙
ぎ
（
崩
れ
）
の
多
い
所
と
い
う

こ
と
で
す
。

「
上
松
の
栃
」

　
幹
周
り
一
〇
ｍ 

（
写
真-

12
）。
旧
地
名
は
小
川
村
大
木

と
い
う
所
で
す
。

　
持
ち
主
に
聞
く
と
、
元
は
三
本
あ
っ
た
が
二
本
は
素
性

が
よ
か
っ
た
の
で
伐
採
さ
れ
た
そ
う
で
す
。
こ
の
木
は
根

元
の
方
が
細
く
、
そ
の
寸
法
は
八
ｍ
七
〇
㎝
で
す
。

　
以
上
の
三
本
の
木
は
、
木
曽
古
道
の
ル
ー
ト
上
に
あ

り
、
古
い
歴
史
を
物
語
る
か
の
よ
う
で
す
。
木
曽
古
道

は
、
中
世
以
前
の
街
道
で
す
。
当
時
、
木
曽
川
沿
い
を

通
ら
な
か
っ
た
理
由
は
、
①
各
支
流
の
川
幅
が
最
大
の

下
流
端
を
渡
る
危
険
、
②
木
曽
川
沿
い
は
崖
が
あ
っ

た
、
③
距
離
が
遠
い
、
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

　
上
流
の
木
曽
町
で
は
、
義
仲
旗
揚
げ
の
欅
付
近
で
木
曽

川
を
渡
り
、
右
岸
を
通
っ
て
境
峠―

奈
川―

松
本
へ
出
た

よ
う
で
す
。

　
江
戸
時
代
に
な
る
と
、
橋
の
技
術
が
向
上
し
、
牛
馬
の

通
る
勾
配
の
緩
い
木
曽
川
沿
い
が
主
に
な
り
ま
し
た
。
つ

ま
り
、
中
山
道
で
す
。

「
上
松
の
桂
」

　
幹
周
り
五
ｍ
。
写
真-

13
の
よ
う
な
桂
が
あ
り
ま
す
。
旧

中
山
道
沿
い
で
、
郵
便
局
北
側
で
す
。
中
部
地
方
の
他
の

桂
は
根
元
か
ら
枝
分
か
れ
し
て
い
る
木
が
多
い
よ
う
で

す
。

高
山
市
朝
日
の
「
七
本
椹
」

　
幹
周
り
九
ｍ
二
〇
㎝
（
写
真-

14
）。
旧
大
野
郡
朝
日
村

は
、
飛
騨
川
の
上
流
、
野
麦
峠
へ
向
か
う
所
に
あ
り
、
意

外
と
谷
が
広
く
ゆ
っ
た
り
し
た
地
形
に
こ
の
木
は
あ
り
ま

す
。

　
椹
は
桧
に
似
た
木
、
こ
の
木
は
地
上
か
ら
す
ぐ
七
本
に

分
か
れ
て
い
ま
す
。

中
津
川
市
「
神
坂
大
桧
」

　
幹
周
り
八
ｍ
八
〇
㎝
（
写
真-

15
）。
日
本
最
大
の
桧
。

　
東
山
道
の
恵
那
山
に
あ
る
神
坂
峠
の
西
側
中
腹
に
あ
り

ま
す
。
中
津
川
市
の
落
合
か
ら
舗
装
道
路
が
東
山
道
に

沿
っ
て
上
っ
て
お
り
、
い
く
つ
か
の
風
穴
と
強
清
水
を
通

り
越
え
て
、
標
高
一
，
三
〇
〇
ｍ
付
近
の
駐
車
場
か
ら
ほ
ぼ

水
平
な
林
道
を
西
へ
進
み
ま
す
。

　
湯
舟
沢
国
有
林
に
な
っ
て
お
り
、
原
生
林
の
中
で
す
。

桧
は
木
の
王
様
で
、
昔
は
火
を
お
こ
す
木
と
さ
れ
た
の
で

ヒ
ノ
キ
と
な
っ
た
そ
う
で
す
。

中
津
川
市
加
子
母
の
大
杉

　
実
測
幹
周
り
一
二
ｍ
五
〇
㎝
（
写
真-

16
）。

　
中
津
川
市
加
子
母
地
区
は
、
市
の
中
心
部
か
ら
国
道
二

五
七
号
を
付
知
峡
方
面
へ
入
っ
た
断
層
谷
の
舞
台
峠
付
近

で
す
。

　
川
は
飛
騨
川
支
流
白
川
の
源
流
で
、
峠

を
越
え
れ
ば
飛
騨
川
上
流
の
下
呂
へ
至
り

ま
す
。

　
道
は
鎌
倉
街
道
と
も
い
わ
れ
、
越
前
か

ら
間
瀬
川
を
越
え
、
飛
騨
高
山
や
下
呂
か

ら
の
道
と
合
流
し
て
中
津
川
を
経
て
鎌
倉

を
目
指
し
ま
し
た
。

　
こ
の
木
の
垂
れ
た
枝
は
切
っ
て
あ
り
ま
す
。
入
り
口
に

「
県
下
十
勝
地
」
の
碑
が
あ
り
、
大
杉
の
南
側
に
あ
る
地
蔵

尊
寺
は
源
頼
朝
が
建
立
し
た
と
い
わ
れ
ま
す
。
近
く
か
ら

文
覚
上
人
の
墓
が
見
つ
か
り
西
側
に
移
転
し
て
あ
り
ま

す
。

　
阿
寺
断
層
は
中
津
川
市
坂
下
か
ら
下
呂
市
萩
原
ま
で
、

一
万
二
千
年
前
か
ら
数
回
の
地
震
で
出
来
た
そ
う
で
す
。

　
現
在
の
国
道
二
五
六
号
が
付
知
川
と
分
か
れ
る
近
く
の

「
お
ん
ぽ
い
の
湯
」
南
に
は
、
目
測
の
高
さ
十
八
ｍ
の
断

層
崖
が
あ
り
ま
す
。

　
記
録
に
残
る
最
大
の
地

震
は
天
正
地
震
（
天
正
十
三

（
一
五
八
六
）
年
）
に
な
り
ま

す
。

中
津
川
市
長
楽
寺
の
銀
杏

　
実
測
幹
周
り
八
ｍ
二
〇

㎝
。
雄
木
。
所
在
地
は
中
津

川
市
阿
木
字
大
根
木
。
県
指

定
（
写
真-

17
）。

　
現
地
の
説
明
版
で
は
、
二

五
〇
年
前
に
阿
木
川
の
橋
が

壊
れ
た
の
で
こ
の
幹
を
切
っ

て
橋
に
使
っ
た
そ
う
で
す
。

　
そ
の
つ
も
り
で
眺
め
る
と

根
元
か
ら
三
ｍ
く
ら
い
上
方

で
切
ら
れ
た
よ
う
に
見
え
ま

す
。

　
武
田
勝
信
玄
と
勝
頼
軍

が
二
度
に
わ
た
っ
て
寺
に
火

を
つ
け
た
の
で
、
こ
の
木
も

焦
げ
た
跡
が
あ
る
と
い
わ

れ
ま
す
。

　
国
道
三
六
三
号
の
南
、
恵

那
市
岩
村
城
跡
か
ら
北
方

に
下
る
農
村
地
帯
に
「
日
本

の
農
村
風
景
の
Ｎ
Ｏ
．
１
」

と
い
う
所
が
あ
り
ま
す
。

恵
那
市
山
足
の
榧

　
実
測
幹
周
り
五
ｍ
三
五
㎝
（
写
真-

18
）。

　
こ
の
木
は
武
並
の
立
石
を
探
し
て
い
る
時
に
目
に
入
り

ま
し
た
。
恵
那
市
武
並
町
藤
、
山
足
に
あ
り
、
実
が
成
り

ま
す
。

　
榧
と
い
う
の
は
、
槙
の
葉
に
似
て
お
り
、
国
宝
室
生
寺

の
本
尊
は
じ
め
仏
像
に
使
わ
れ
た
り
、
碁
盤
の
材
料
と
し

て
最
良
で
す
。
榧
で
作
ら
れ
た
風
呂
に
入
る
と
か
や
い
（
か

ゆ
い
）
か
ら
こ
の
名
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。
実
は
食
料
で

し
た
。
写
真
の
背
面
に
は
太
い
枝
が
も
ぎ
取
ら
れ
た
傷
が

あ
り
ま
す
。
根
元
に
注
連
縄
が
巻
い
て
あ
り
、
前
に
国
道

四
一
八
号
の
旧
道
が
通
っ
て
い
ま
す
。
幹
周
り
は
地
形
に

従
い
斜
め
の
寸
法
で
す
。

　
武
並
は
藤
と
竹
折
が
合
併
し
ま
し
た
。
武
並
は
美
濃
遠

山
氏
遠
祖
加
藤
景
廉
を
祀
る
武
並
神
社
が
七
箇
所
あ
っ
た

の
で
武
並
と
な
っ
た
そ
う
で
す
。

　
国
道
を
木
曽
川
ま
で
下
が
っ
た
、
栃
久
保
の
遠
藤
宅
に

も
榧
が
あ
り
、
幹
周
り
四
ｍ
八
〇
㎝
が
県
天
然
記
念
物
に

な
っ
て
い
ま
す
。
栃
久
保
棚
田
の
下
流
に
な
り
ま
す
。

岐
阜
県
白
川
町
「
大
山
の
大
杉
」

　
実
測
幹
周
り
一
〇
ｍ
、
国
指
定
天
然
記
念
物
、
高
さ
三

六
ｍ
。

　
飛
騨
川
の
支
流
白
川
の
右
岸
に
あ
る
大
山
白
山
神
社
を

め
ざ
し
ま
す
。
そ
こ
へ
は
、
加
茂
郡
白
川
町
の
国
道
四
十
一

号
の
「
美
濃
白
川
道
の
駅
」
か
ら
東
の
ゴ
ル
フ
場
を
通
り

過
ぎ
、
さ
ら
に
山
道
を
登
り
ま
す
。

　
白
山
神
社
は
、
石
段
を
数
百
段
登
る
と
本
殿
が
あ
り
ま

す
。
付
近
に
杉
の
巨
木
が
何
本
も
あ
り
あ
す
が
、
大
き
な

本
殿
の
東
側
に
廻
っ
て
、
奥
の
院
の
石
段
を
さ
ら
に
登
る

と
そ
こ
に
目
指
す
巨
木
が
あ
り
ま
し
た
（
写
真-

19
）。

　
奥
の
院
は
、
標
高
八
六
二
ｍ
の
山
頂
に
あ
り
、
そ
こ

か
ら
北
方
を
見
る
と
真
っ
白
な
御
岳
山
が
よ
く
見
え
ま

し
た
。

「
淡
墨
の
桜
」

　
岐
阜
県
根
尾
谷
に
あ
り
、
実
測
幹
周
り
九
ｍ
五
〇
㎝（
写

真-

20
）。 

濃
尾
地
震
の
断
層
近
く
で
す
。

　
こ
れ
は
継
体
天
皇
が
二
十
九
才
の
時
に
植
え
た
と
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
継
体
天
皇
（
父
は
滋
賀
県
高
島
の

鍛
冶
王
、
母
は
福
井
県
三
国
、
父
の
死
後
三
国
で
育
っ
た
）

の
妻
は
尾
張

の

目

子

姫
、

父
方
の
祖
母

は
岐
阜
県
の

旧
武
儀
郡
（
山

県
市
か
ら
七

宗

町

付

近
）

だ
と
い
わ
れ

ま
す
。
尾
張
一

宮
の
真
清
田

神
社
か
ら
古

文
書
が
出
て

き

て
、
継

体

天
皇
は
一
宮

か
ら
根
尾
に

も
居
た
そ
う

で
す
。

　
継
体
天
皇

は
、
わ

が

国

で
製
鉄
が
始
ま
っ
た
こ
ろ
の
鍛
冶
王
と
思
わ
れ
ま
す
。
当

時
は
湿
地
帯
の
湖
沼
鉄
で
あ
り
、
葦
の
根
元
に
固
結
す
る

高
師
小
僧
が
主
体
で
し
た
。
こ
れ
は
九
〇
〇
度
く
ら
い
の

低
温
で
熔
け
、
そ
の
鉄
は
脆
い
も
の
で
し
た
。

　
尾
張
一
宮
真
清
田
神
社
は
鍛
冶
屋
の
神
で
す
。

　
六
世
紀
に
な
る
と
タ
タ
ラ
が
発
明
さ
れ
、
一
四
〇
〇
度

の
高
温
を
出
し
て
鉄
鉱
石
、
砂
鉄
を
熔
か
し
、
丈
夫
な
鉄

が
生
産
さ
れ
は
じ
め
ま
し
た
。

弥
富
市
薬
師
寺
の
楠

　
実
測
幹
周
り
八
ｍ
五
〇
㎝
（
写
真-

21
）

　
木
曽
川
河
口
近
く
の
弥
富
市
鯏
浦
の
薬
師
寺
に
あ
り
ま

す
。
こ
の
付
近
は
磯
辺
の
城
跡
と
い
わ
れ
る
の
で
、
戦
国

時
代
の
こ
ろ
か
ら
陸
地
だ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

あ
と
が
き

　
巨
石
と
巨
木
は
、
沖
積
地
に
そ
れ
ら
が
あ
れ
ば
、
河

川
は
当
時
か
ら
そ
こ
を
流
れ
て
い
な
か
っ
た
証
拠
に
な

り
ま
す
。

　
な
お
、
沖
積
地
に
あ
る
屯
倉
社
や
津
島
神
社
の
三
ツ
石

な
ど
は
、
運
ば
れ
た
も
の
で
、
神
社
が
出
来
る
八
世
紀
こ

ろ
ま
で
の
も
の
で
し
ょ
う
。

し
ん
た
い
さ
ん

け
や
き

ひ
ょ
う

た
ん

と
ち

さ
わ
ら

み

さ
か

こ
わ

し

み
ず

か

し

も

も
ん
が
く
し
ょ
う

に
ん

て
ん
し
ょ
う

や
ま
の
あ
し

か
や

ま
き

む
ろ

う

じ

か
げ
か
ど

う
す
ず
み

け
い
た
い

ま

す
み

だ

た
か

し

こ

ぞ
う

う
ぐ
い

う
ら

め

の

こ

ひ
め
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で
の
ご
神
体
で
、
人
が
死
ん
だ
ら
こ
こ
か
ら
昇
天
す
る
と

信
じ
ら
れ
、
神
社
が
で
き
る
ま
で
の
祭
祀
所
で
し
た
。

　
な
ぜ
こ
の
山
名
が
神
体
山
を
表
す
名
前
で
は
な
く
「
釜

が
谷
山
」
に
な
っ
た
の
か
、
そ
れ
は
昭
和
五
十
一
（
一
九

七
六
）
年
の
大
雨
で
山
肌
が
崩
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ

の
山
が
咬
み
取
ら
れ
る
「
カ
マ
」
と
い
う
災
害
地
名
の

方
が
勝
っ
た
か
ら
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

稲
沢
市
平
和
町
の
屯
倉
社

　
こ
こ
の
岩
（
写
真-

７
上
段
）
は
、
群
に
な
っ
て
三
十
個

ほ
ど
雑
然
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
に
置
か

れ
て
い
る
の
か
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
こ
の
岩
は
白
っ
ぽ
い
砂
岩
で
、
同
じ
よ
う
な
岩
が
尾
張

地
方
に
沢
山
あ
り
ま
す
。

　
例
え
ば
稲
沢
市
の
国
府
宮
に
あ
る
岩
境
（
写
真-

７
下

段
）
は
五
個
円
形
に
並
ん
で
い
る
一
種
の
環
状
列
石
、
津

島
神
社
の
三
ツ
石
、
一
宮
市
戸
塚
の
七
つ
石
な
ど
全
て
白

色
の
砂
岩
で
す
。
こ
れ
ら
の
砂
岩
の
産
地
は
ど
こ
で
し
ょ

う
。

　
木
曽
三
川
の
上
流
を
調
べ
て
み
ま
す
と
、
そ
の
砂
岩
は

揖
斐
川
に
あ
り
ま
し
た
。
古
代
人
は
揖
斐
川
（
杭
瀬
川
）

か
ら
乱
流
を
利
用
し
て
墨
俣
へ
、
さ
ら
に
堤
防
の
な
い
川

で
目
的
地
へ
運
ん
だ
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
筏
に
は
瓢
箪
や
豚
の
内
臓
を
空
気
で
膨
ら
ま
せ
て
浮
力

の
補
助
に
し
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

三
輪
神
社

　
揖
斐
川
沿
い
の
揖
斐
川
町
三
輪
地
区
に
あ
り
、
裏
山
に

「
重
ね
岩
」（
写
真-

８
）、
ま
た
「
八
丈
岩
」
が
山
腹
に
あ

り
ま
す
。
上
面
が
平
ら
に
な
っ
た
岩
で
、
雨
乞
い
の
夜
叉

ケ
池
と
関
わ
る
伝
説
を
秘
め
て
い
ま
す
。

　
そ
の
上
流
の
揖
斐
川
の
川
っ
淵
に
「
は
た
ご
岩
」
も

あ
り
、
イ
ビ
と
い
う
の
は
〝
神
の
岩
の
あ
る
所
〟
と
い

う
説
も
あ
り
ま
す
。

関
市
大
門
町
の
白
山
神
社

　
背
後
に
は
「
天
狗
岩
」
が
あ
り
ま
す
（
写
真-

９
）。
神

社
が
で
き
る
前
の
ご
神
体
は
こ
う
い
う
も
の
で
す
。

　
白
山
神
社
西
方
の
長
良
川
は
、
小
瀬
で
鵜
飼
が
出
来
、

弥
勒
寺
跡
・
川
湊
で
も
有
名
で
し
た
。

後
半
《
巨
木
編
》

　
巨
木
と
は
、
地
上
一
ｍ
三
〇
㎝
の
幹
周
り
が
三
ｍ
以
上
の

大
木
を
言
い
ま
す
。

「
木
曽
義
仲
旗
挙
の
欅
」

　
幹
周
り
一
〇
ｍ
四
〇
㎝
（
写
真-

10
）。
木
曽
川
の
上
流
、

木
曽
町
に
あ
り
ま
す
。

「
与
川
の
杉
」

　
幹
周
り
八
ｍ
八
〇
㎝
（
写
真-

11
）。
南
木
曽
町
の
国
道

十
九
号
と
与
川
の
合
流
点
近
く
に
は
、
江
戸
末
期
の
土
石

流
で
九
十
九
人
溺
死
し
た
と
い
う
地
蔵
が
あ
り
、
そ
こ
か

ら
上
流
へ
遡
っ
た
与
川
と
い
う
集
落
の
白
山
神
社
境
内
に

あ
り
ま
す
。
ナ
ギ
ソ
は
薙
ぎ
（
崩
れ
）
の
多
い
所
と
い
う

こ
と
で
す
。

「
上
松
の
栃
」

　
幹
周
り
一
〇
ｍ 

（
写
真-

12
）。
旧
地
名
は
小
川
村
大
木

と
い
う
所
で
す
。

　
持
ち
主
に
聞
く
と
、
元
は
三
本
あ
っ
た
が
二
本
は
素
性

が
よ
か
っ
た
の
で
伐
採
さ
れ
た
そ
う
で
す
。
こ
の
木
は
根

元
の
方
が
細
く
、
そ
の
寸
法
は
八
ｍ
七
〇
㎝
で
す
。

　
以
上
の
三
本
の
木
は
、
木
曽
古
道
の
ル
ー
ト
上
に
あ

り
、
古
い
歴
史
を
物
語
る
か
の
よ
う
で
す
。
木
曽
古
道

は
、
中
世
以
前
の
街
道
で
す
。
当
時
、
木
曽
川
沿
い
を

通
ら
な
か
っ
た
理
由
は
、
①
各
支
流
の
川
幅
が
最
大
の

下
流
端
を
渡
る
危
険
、
②
木
曽
川
沿
い
は
崖
が
あ
っ

た
、
③
距
離
が
遠
い
、
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

　
上
流
の
木
曽
町
で
は
、
義
仲
旗
揚
げ
の
欅
付
近
で
木
曽

川
を
渡
り
、
右
岸
を
通
っ
て
境
峠―

奈
川―

松
本
へ
出
た

よ
う
で
す
。

　
江
戸
時
代
に
な
る
と
、
橋
の
技
術
が
向
上
し
、
牛
馬
の

通
る
勾
配
の
緩
い
木
曽
川
沿
い
が
主
に
な
り
ま
し
た
。
つ

ま
り
、
中
山
道
で
す
。

「
上
松
の
桂
」

　
幹
周
り
五
ｍ
。
写
真-

13
の
よ
う
な
桂
が
あ
り
ま
す
。
旧

中
山
道
沿
い
で
、
郵
便
局
北
側
で
す
。
中
部
地
方
の
他
の

桂
は
根
元
か
ら
枝
分
か
れ
し
て
い
る
木
が
多
い
よ
う
で

す
。

高
山
市
朝
日
の
「
七
本
椹
」

　
幹
周
り
九
ｍ
二
〇
㎝
（
写
真-

14
）。
旧
大
野
郡
朝
日
村

は
、
飛
騨
川
の
上
流
、
野
麦
峠
へ
向
か
う
所
に
あ
り
、
意

外
と
谷
が
広
く
ゆ
っ
た
り
し
た
地
形
に
こ
の
木
は
あ
り
ま

す
。

　
椹
は
桧
に
似
た
木
、
こ
の
木
は
地
上
か
ら
す
ぐ
七
本
に

分
か
れ
て
い
ま
す
。

中
津
川
市
「
神
坂
大
桧
」

　
幹
周
り
八
ｍ
八
〇
㎝
（
写
真-

15
）。
日
本
最
大
の
桧
。

　
東
山
道
の
恵
那
山
に
あ
る
神
坂
峠
の
西
側
中
腹
に
あ
り

ま
す
。
中
津
川
市
の
落
合
か
ら
舗
装
道
路
が
東
山
道
に

沿
っ
て
上
っ
て
お
り
、
い
く
つ
か
の
風
穴
と
強
清
水
を
通

り
越
え
て
、
標
高
一
，
三
〇
〇
ｍ
付
近
の
駐
車
場
か
ら
ほ
ぼ

水
平
な
林
道
を
西
へ
進
み
ま
す
。

　
湯
舟
沢
国
有
林
に
な
っ
て
お
り
、
原
生
林
の
中
で
す
。

桧
は
木
の
王
様
で
、
昔
は
火
を
お
こ
す
木
と
さ
れ
た
の
で

ヒ
ノ
キ
と
な
っ
た
そ
う
で
す
。

中
津
川
市
加
子
母
の
大
杉

　
実
測
幹
周
り
一
二
ｍ
五
〇
㎝
（
写
真-
16
）。

　
中
津
川
市
加
子
母
地
区
は
、
市
の
中
心
部
か
ら
国
道
二

五
七
号
を
付
知
峡
方
面
へ
入
っ
た
断
層
谷
の
舞
台
峠
付
近

で
す
。

　
川
は
飛
騨
川
支
流
白
川
の
源
流
で
、
峠

を
越
え
れ
ば
飛
騨
川
上
流
の
下
呂
へ
至
り

ま
す
。

　
道
は
鎌
倉
街
道
と
も
い
わ
れ
、
越
前
か

ら
間
瀬
川
を
越
え
、
飛
騨
高
山
や
下
呂
か

ら
の
道
と
合
流
し
て
中
津
川
を
経
て
鎌
倉

を
目
指
し
ま
し
た
。

　
こ
の
木
の
垂
れ
た
枝
は
切
っ
て
あ
り
ま
す
。
入
り
口
に

「
県
下
十
勝
地
」
の
碑
が
あ
り
、
大
杉
の
南
側
に
あ
る
地
蔵

尊
寺
は
源
頼
朝
が
建
立
し
た
と
い
わ
れ
ま
す
。
近
く
か
ら

文
覚
上
人
の
墓
が
見
つ
か
り
西
側
に
移
転
し
て
あ
り
ま

す
。

　
阿
寺
断
層
は
中
津
川
市
坂
下
か
ら
下
呂
市
萩
原
ま
で
、

一
万
二
千
年
前
か
ら
数
回
の
地
震
で
出
来
た
そ
う
で
す
。

　
現
在
の
国
道
二
五
六
号
が
付
知
川
と
分
か
れ
る
近
く
の

「
お
ん
ぽ
い
の
湯
」
南
に
は
、
目
測
の
高
さ
十
八
ｍ
の
断

層
崖
が
あ
り
ま
す
。

　
記
録
に
残
る
最
大
の
地

震
は
天
正
地
震
（
天
正
十
三

（
一
五
八
六
）
年
）
に
な
り
ま

す
。

中
津
川
市
長
楽
寺
の
銀
杏

　
実
測
幹
周
り
八
ｍ
二
〇

㎝
。
雄
木
。
所
在
地
は
中
津

川
市
阿
木
字
大
根
木
。
県
指

定
（
写
真-

17
）。

　
現
地
の
説
明
版
で
は
、
二

五
〇
年
前
に
阿
木
川
の
橋
が

壊
れ
た
の
で
こ
の
幹
を
切
っ

て
橋
に
使
っ
た
そ
う
で
す
。

　
そ
の
つ
も
り
で
眺
め
る
と

根
元
か
ら
三
ｍ
く
ら
い
上
方

で
切
ら
れ
た
よ
う
に
見
え
ま

す
。

　
武
田
勝
信
玄
と
勝
頼
軍

が
二
度
に
わ
た
っ
て
寺
に
火

を
つ
け
た
の
で
、
こ
の
木
も

焦
げ
た
跡
が
あ
る
と
い
わ

れ
ま
す
。

　
国
道
三
六
三
号
の
南
、
恵

那
市
岩
村
城
跡
か
ら
北
方

に
下
る
農
村
地
帯
に
「
日
本

の
農
村
風
景
の
Ｎ
Ｏ
．
１
」

と
い
う
所
が
あ
り
ま
す
。

恵
那
市
山
足
の
榧

　
実
測
幹
周
り
五
ｍ
三
五
㎝
（
写
真-

18
）。

　
こ
の
木
は
武
並
の
立
石
を
探
し
て
い
る
時
に
目
に
入
り

ま
し
た
。
恵
那
市
武
並
町
藤
、
山
足
に
あ
り
、
実
が
成
り

ま
す
。

　
榧
と
い
う
の
は
、
槙
の
葉
に
似
て
お
り
、
国
宝
室
生
寺

の
本
尊
は
じ
め
仏
像
に
使
わ
れ
た
り
、
碁
盤
の
材
料
と
し

て
最
良
で
す
。
榧
で
作
ら
れ
た
風
呂
に
入
る
と
か
や
い
（
か

ゆ
い
）
か
ら
こ
の
名
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。
実
は
食
料
で

し
た
。
写
真
の
背
面
に
は
太
い
枝
が
も
ぎ
取
ら
れ
た
傷
が

あ
り
ま
す
。
根
元
に
注
連
縄
が
巻
い
て
あ
り
、
前
に
国
道

四
一
八
号
の
旧
道
が
通
っ
て
い
ま
す
。
幹
周
り
は
地
形
に

従
い
斜
め
の
寸
法
で
す
。

　
武
並
は
藤
と
竹
折
が
合
併
し
ま
し
た
。
武
並
は
美
濃
遠

山
氏
遠
祖
加
藤
景
廉
を
祀
る
武
並
神
社
が
七
箇
所
あ
っ
た

の
で
武
並
と
な
っ
た
そ
う
で
す
。

　
国
道
を
木
曽
川
ま
で
下
が
っ
た
、
栃
久
保
の
遠
藤
宅
に

も
榧
が
あ
り
、
幹
周
り
四
ｍ
八
〇
㎝
が
県
天
然
記
念
物
に

な
っ
て
い
ま
す
。
栃
久
保
棚
田
の
下
流
に
な
り
ま
す
。

岐
阜
県
白
川
町
「
大
山
の
大
杉
」

　
実
測
幹
周
り
一
〇
ｍ
、
国
指
定
天
然
記
念
物
、
高
さ
三

六
ｍ
。

　
飛
騨
川
の
支
流
白
川
の
右
岸
に
あ
る
大
山
白
山
神
社
を

め
ざ
し
ま
す
。
そ
こ
へ
は
、
加
茂
郡
白
川
町
の
国
道
四
十
一

号
の
「
美
濃
白
川
道
の
駅
」
か
ら
東
の
ゴ
ル
フ
場
を
通
り

過
ぎ
、
さ
ら
に
山
道
を
登
り
ま
す
。

　
白
山
神
社
は
、
石
段
を
数
百
段
登
る
と
本
殿
が
あ
り
ま

す
。
付
近
に
杉
の
巨
木
が
何
本
も
あ
り
あ
す
が
、
大
き
な

本
殿
の
東
側
に
廻
っ
て
、
奥
の
院
の
石
段
を
さ
ら
に
登
る

と
そ
こ
に
目
指
す
巨
木
が
あ
り
ま
し
た
（
写
真-

19
）。

　
奥
の
院
は
、
標
高
八
六
二
ｍ
の
山
頂
に
あ
り
、
そ
こ

か
ら
北
方
を
見
る
と
真
っ
白
な
御
岳
山
が
よ
く
見
え
ま

し
た
。

「
淡
墨
の
桜
」

　
岐
阜
県
根
尾
谷
に
あ
り
、
実
測
幹
周
り
九
ｍ
五
〇
㎝（
写

真-

20
）。 

濃
尾
地
震
の
断
層
近
く
で
す
。

　
こ
れ
は
継
体
天
皇
が
二
十
九
才
の
時
に
植
え
た
と
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
継
体
天
皇
（
父
は
滋
賀
県
高
島
の

鍛
冶
王
、
母
は
福
井
県
三
国
、
父
の
死
後
三
国
で
育
っ
た
）

の
妻
は
尾
張

の

目

子

姫
、

父
方
の
祖
母

は
岐
阜
県
の

旧
武
儀
郡
（
山

県
市
か
ら
七

宗

町

付

近
）

だ
と
い
わ
れ

ま
す
。
尾
張
一

宮
の
真
清
田

神
社
か
ら
古

文
書
が
出
て

き

て
、
継

体

天
皇
は
一
宮

か
ら
根
尾
に

も
居
た
そ
う

で
す
。

　
継
体
天
皇

は
、
わ

が

国

で
製
鉄
が
始
ま
っ
た
こ
ろ
の
鍛
冶
王
と
思
わ
れ
ま
す
。
当

時
は
湿
地
帯
の
湖
沼
鉄
で
あ
り
、
葦
の
根
元
に
固
結
す
る

高
師
小
僧
が
主
体
で
し
た
。
こ
れ
は
九
〇
〇
度
く
ら
い
の

低
温
で
熔
け
、
そ
の
鉄
は
脆
い
も
の
で
し
た
。

　
尾
張
一
宮
真
清
田
神
社
は
鍛
冶
屋
の
神
で
す
。

　
六
世
紀
に
な
る
と
タ
タ
ラ
が
発
明
さ
れ
、
一
四
〇
〇
度

の
高
温
を
出
し
て
鉄
鉱
石
、
砂
鉄
を
熔
か
し
、
丈
夫
な
鉄

が
生
産
さ
れ
は
じ
め
ま
し
た
。

弥
富
市
薬
師
寺
の
楠

　
実
測
幹
周
り
八
ｍ
五
〇
㎝
（
写
真-

21
）

　
木
曽
川
河
口
近
く
の
弥
富
市
鯏
浦
の
薬
師
寺
に
あ
り
ま

す
。
こ
の
付
近
は
磯
辺
の
城
跡
と
い
わ
れ
る
の
で
、
戦
国

時
代
の
こ
ろ
か
ら
陸
地
だ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

あ
と
が
き

　
巨
石
と
巨
木
は
、
沖
積
地
に
そ
れ
ら
が
あ
れ
ば
、
河

川
は
当
時
か
ら
そ
こ
を
流
れ
て
い
な
か
っ
た
証
拠
に
な

り
ま
す
。

　
な
お
、
沖
積
地
に
あ
る
屯
倉
社
や
津
島
神
社
の
三
ツ
石

な
ど
は
、
運
ば
れ
た
も
の
で
、
神
社
が
出
来
る
八
世
紀
こ

ろ
ま
で
の
も
の
で
し
ょ
う
。

し
ん
た
い
さ
ん

け
や
き

ひ
ょ
う

た
ん

と
ち

さ
わ
ら

み

さ
か

こ
わ

し

み
ず

か

し

も

も
ん
が
く
し
ょ
う

に
ん

て
ん
し
ょ
う

や
ま
の
あ
し

か
や

ま
き

む
ろ

う

じ

か
げ
か
ど

う
す
ず
み

け
い
た
い

ま

す
み

だ

た
か

し

こ

ぞ
う

う
ぐ
い

う
ら

め

の

こ

ひ
め

写真-７ 屯倉社と国府宮 写真-６ 甘南美寺「奥の院」

写真-12 上松大木の栃

写真-10 義仲旗挙げの欅
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写真-19 白川町白山の杉 写真-18 恵那市山足の榧 写真-17 長楽寺の銀杏
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写真-14 七本椹写真-21 弥富市の楠 写真-13 上松の桂
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中山道の景勝地、木曽八景のひとつで、花崗岩が木曽川の激流にもまれ浸食され、その風景は地質学分野においても標本となりうるとの
評価を受けています。大きな岩が浸食されて、屏風のようにそそり立つさまは、まさに圧巻です。

　船頭平閘門の設計・施工者の青木良三郎技師は、明治25（1892）年、帝国大学工科大学（現・東

京大学工学部）の2年生としてバルトン先生の衛生工学の授業をうけていました。

　このバルトン先生の授業を楽しみにして、翌年入学してくることになるのが浜野弥四郎さんです。弥

四郎さんは、医師である義父から、「衛生工学は、人の命を守る技術であり、その技師は『都市の医

師』である。」と諭され、その道を志していました。

　というのも、この頃の日本は、人の移動が活発になり都市化が進んだことを背景に、コレラの全国

的な大流行が度々発生し、明治19（1886）年の死者は10万人にも及ぶ状況でした。

コレラは、汚染された水や食べ物が口に入ることで感染する感染症です。その予防には清潔な水が

不可欠であり、そのためには近代的な水道の整備が必要と考えた日本政府に、初代の衛生工学講師・

技師として招かれていたのが、バルトン先生だったからです。

　明治29（1896）年、バルトン先生と弥四郎さんは、領有直後の台湾に衛生工学の技師として派遣

されました。お二人は、感染症蔓延の地として恐れられていたその地で、精力的に仕事を進め、3年程

で主要都市の調査、台北の上下水道の基礎計画を完成させるのですが、バルトン先生は、調査中にマ

ラリアを発症し回復するも、体力が落ちていたこともあり悪性の肝臓膿瘍で急死されました。

弥四郎さんは、その後20年間台湾にとどまり、都市の医師として台湾全土の上下水道整備に尽力

され、衛生的な台湾の基礎を築かれました。

平成30年の皇太子殿下行啓を記念して、船頭平閘門に関わるコラム「船ちゃんのこぼれ話」の掲載を始めました。

船ちゃんのこぼれ話 第八話
ふね

「都市の医師となった土木技術者」

正
島
の
蛙
石
　（
上
松
町
）

か
わ
ず
　
　
い
し

浜野弥四郎

〈出典：台湾日日新聞

明治42年10月24日〉

　
蛙
石
は
、
大
む
か
し
か
ら
、
正
島
（
現

上
松
町
正
島
町
）
の
対
岸
で
、
ど
っ
し
り
と
腰

を
構
え
て
、
川
上
を
じ
っ
と
に
ら
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
の
蛙
石
に
は
、
こ
ん
な
話
が
あ
り
ま
す
。

　
大
蛇
が
竜
に
出
世
す
る
に
は
、
山
で
千
年
と
海
で
千
年
の
修
行
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　
あ
る
時
、
御
岳
山
で
千
年
の
修
行
を
終
え
た
一
匹
の
大
蛇
が
、
木
曽
川
を
下
っ
て
海
に

行
こ
う
と
し
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
正
島
ま
で
来
る
と
、
困
っ
た
こ
と
に
大
き
な
蛙
石
が

河
原
で
川
上
を
に
ら
ん
で
立
ち
ふ
さ
が
る
の
で
、
ど
う

に
も
通
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
し
か
た
が
な
い
の
で
、
大
蛇
は
竜
神
に
お
願
い
し

て
、
た
く
さ
ん
の
雨
を
降
ら
し
て
洪
水
に
し
て
も
ら

い
、
蛙
石
の
目
に
ふ
れ
な
い
よ
う
に
濁
っ
た
水
の
な
か

に
も
ぐ
っ
て
、
木
曽
川
を
下
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　
こ
う
し
て
、
大
蛇
が
木
曽
川
を
下
る
時
に
は
、
大
雨

が
降
っ
て
洪
水
が
お
き
る
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

　
木
曽
川
の
洪
水
で
は
、
蛙
石
が
水
に
か
く
れ
る
と
、

水
が
堤
防
を
越
え
て
正
島
の
平
地
に
浸
水
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
昭
和
の
初
年
の
洪

水
で
は
、
蛙
石
が
か
く
れ
て
正
島
一
面
が
水
没
し
た
そ
う
で
す
。

　
蛙
石
は
、
正
島
町
か
ら
見
る
と
木
曽
川
を
挟
ん
だ
対
岸
に
あ
る
の
で
、
正
確
に
は
上
松

町
小
川
地
区
に
あ
り
ま
す
が
、
通
称
「
正
島
の
蛙
石
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
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典
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旅
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木曽三川　歴史・文化の調査研究資料
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